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全国婦人新聞社

i護憲と改憲を主張する二つの集会l

出
発
点
を
見
つ
め
よ
う

講
演
や
ビ
デ
オ
、

多
彩
な
内
容

憲
法
学
者
に
よ
る
全
国
憲
法
研
究

会
(
代
表
・
奥
平
康
弘
東
大
社
会
科

学
研
究
所
長
)
の
「
憲
法
琴
誕
演

会
」
は
、
東
京
・
有
楽
町
の
読
売
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
。
憲
法
学
者
、
学
生
、

一
般
の
人
た
ち
が
約
六
五

O
人
参

円
以
。

品川
M

L
・
W
・
ビ
l
ア
北
大
客
員
教

授
、
小
林
直
樹
専
修
大
教
授
の
講
演
、

法
学
者
数
名
が
H

自
分
と
憲
法
と
の

か
か
わ
り
を
語
っ
た
H

私
と
憲
法
H

。

ま
た
、
憲
法
が
出
来
る
ま
で
を
錨
い

た
ビ
デ
オ
、
憲
法
を
広
め
る
た
め
に

作
ら
れ
た
と
い
う
H

憲
法
音
界
を

法
政
大
学
の
学
生
が
再
現
披
露
し
た

り
、
憲
法
グ
ッ
ズ
展
な
ど
内
容
は
盛

d
a
1
2
2
2
1
 

「
戦
前
の
外
国
に
対
す
る
政
策
、
「
私
の
夢
は
、
日
本
以
界
の
外
国

戦
争
を
仕
衝
け
た
と
と
な
ど
、
不
愉
の
人
々
に
も
敬
意
を
払
う
乙
と
は
も

快
な
過
去
を
み
つ
め
る
と
と
は
大
変
ち
ろ
ん
、
自
由
、
平
等
、
寛
容
な
精

難
し
い
と
と
だ
が
、
日
本
の
将
来
は
、
神
に
富
み
、
大
き
な
関
衛
力
を
も
た

日
本
人
が
率
直
に
自
分
の
過
去
佐
賀
ず
、
閣
僚
平
和
へ
の
独
自
の
役
割
を

視
す
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
永
遠
に
果
し
続
け
る
、
開
か
れ
た
立

る
。
日
本
が
過
去
を
忘
れ
、
隠
ぺ
い
憲
民
主
国
家
と
し
て
の
日
本
で
す

し
、
修
正
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
」
と
い
う
。

が
あ
れ
ば
、
世
界
は
そ
れ
を
見
聾
C

そ
し
て
、
日
本
の
憲
法
が
、
世
界

な

い

だ

ろ

う

」

の

憲

法

制

度

に

対

し

で

大

き

な

影

響

今
後
、
、日
本
は
ど
の
途
を
進
む
の
一
を
与
え
た
の
は
。
第
九
条
μ

に
定
め

か
1
1
憲
法
の
精
神
に
従
っ
て
発
展
ら
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
規
定
で
あ
る
と

し
て
い
く
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
。
し
、
最
後
に
、
ビ
l
ア
さ
ん
は
「
解

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
国
放
的
民
主
主
義
、
人
纏
尊
重
、
国
際

副
m

J

叫
・

・

園

開

平

和

、

世

界

友

好

f
日
本
国
憲
法
に

叫
-
-
-
-
-
-
圃
日
織
ら
れ
た
精
神
奈
氷
速
な
れ
H
h」
と

副
・
・
園
団
団

a・

会
場
に
呼
び
か
り
、
会
場
に
感
動
の

d
d
a
a』
a・
a
'
s

渦
房
蕃
き
起
し
た
。

吋

H
d
，弘司

宅

Ji
L
E聞
・

た

一

E
E略

a---一JU
目

安

一

合

奇間
合
「
が
ん
ば
れ

圃

---a間一
n
u
r日
本
国
憲
法
」
と

-------Rfh民大
二

日
限
一

い
う
劇
を
観
に
行
つ

--E劇... i
一
湖

二

手

一

た
。
私
の
よ
く
知
っ
て

圏
圃
・
・
・
圏

一

る

一
一

u、一

い
る
青
年
た
ち
の
グ
ル

ギ

aa
k一酎一
一

ν十
プ
が
毒
プ
ラ
ン
に

:
¥

-

K

4

パペ
同
一

按

一

一
必
刻
一

加
わ
っ
て
い
て
、

H
身

子
長時一
f
の
ほ
ど
も
わ
き
ま
え

-----FFWj
“
開
臨
音

一
ず
ヘ
し
ろ
う
と
の
芝
居
に
、
千
入

団
困
・
曹
司
層
圏
圃

陪
一
も
入
る
大
会
場

(神
奈
川
県
守
膏
少

---EE・
一
年
セ
ン
タ
ー
ホ
l
ル
)
を
借
り
て
し

・
・
・
・
・
ヨ
週
緬
圃
・
圃

一
ま
っ
た
。
人
が
入
ら
な
か
っ
た
ら
ど

圃

圃

・

毒

菌

圃

一
う
し
よ
う
、
と
さ
わ
い
で
い
る
の
で
、

i
j
a
必
慣

一一
副
圃
・
・

一
せ
め
て
一
つ
く
ら
い
席
を
埋
め
ま
し

i
ト
ト
ぃ
ド
一

幽

園

田

一
ょ
う
、
と
、
金
千
円
也
の
切
雪
佐
一

一
枚
買
っ
た
、
と
い
う
の
が
事
の
次
第

'gA二
宝

誌

に

為

、

J
d
H
1
3
A
園

、

，

一
だ
っ
た
。

正
仁
主
語
、
、

α寄
元
P

J

一

合
事
と
と
ろ
が
、
意
外
露
外

一
と
い
う
か
、
う
れ
し
い
誤
算
が
二
つ
。

」

戸

、

b
T冶
む
冨
E
治
則
忍
耳
目
司

b
v
-
bへ
諸

問

一
ホ
l
ル
は
超
満
員
、
私
は
や
っ
と
坐

一

一

ノ

草

R
3
3
1
!
i
p、
:

土

師

一
れ
た
が
そ
の
あ
と
も
人
が
ぞ
く
ぎ

i
l
l
l
i
-
-
I
l
l
1
1

一
来
て
立
っ
て
い
る
人
が
い
っ
ぱ
い
だ

民
憲
派
の
国
民
大
b

⑦

日
戸
崎
県
一
両
浦
河
町
一
取
材
弘
詩
供

l
i
t
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

学
長
)
、
木
村
陸
男
(参
議
院
議
員
)
、
一
人
だ
が
、
出
た
い
人
に
は
全
部
出
て

一
方
、
改
憲
派
の
自
主
憲
法
制
定
鐙
か
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
竹
花
光
範
(
駒
沢
大
学
教
授
・
司
会
)
一
も
ら
う
。
現
役
の
O
Lも
、
弁
護
士

国
民
会
議
、
自
主
憲
法
期
成
議
員
同
欠
陥
の
多
い
現
行
憲
法
を
改
正
す
る
氏
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
各
一
さ
ん
も
、
中
に
は
、
米
軍
機
墜
落
事

盟
(
と
も
に
岸
信
介
会
長
)
は
、
東
京
必
要
が
あ
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
氏
が
憲
法
成
立
の
経
緯
や
内
容
の
不
一
件
の
縫
葉
寅
生
さ
ん
も
H
自
分
の
役
H

-
千
代
田
区
公
会
掌
で
「
第
十
八
回
寄
せ
ら
れ
た
。

備
な
ど
に
ふ
れ
な
が
ら
、
憲
法
改
正
一
で
出
る
と
い
う
の
で
、
学
芸
会
に
毛

自
主
憲
法
制
定
国
民
大
会
」
を
開
催
。

続
い
て
木
村
陸
男
会
長
代
行
が
挨
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
た
。

一

の

生
え
た
く
ち
い
か
と
、

H

出
来
が

約
千
百
人
が
参
加
し
た
。
拶
に
立
ち
、
「
四
十
年
前
、
実
質
的
司
会
の
竹
沼
教
授
が
「
四
十
歳
と
一
は
全
く
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ

大
会
で
は
「
四
十
年
前
、
占
領
軍
に
は
占
領
軍
の
思
わ
く
で
作
ら
れ
た
い
う
と
人
間
で
は
不
惑
の
歳
と
同
時
一
が
、
と
れ
が
ま
た
楽
し
く
、
面
白
い

に
よ
っ
て
押
し
つ
け
ち
れ
た
憲
法
現
行
憲
法
は
、
日
本
の
歴
史
、
伝
統
、
に
あ
ち
こ
ち
ガ
タ
が
く
る
歳
で
も
あ
一
の
で
あ
る
。
措
置
憲
派
、
改
憲
派
い
り

が
、
い
ま
だ
に
改
正
さ
れ
ず
に
い
る
文
化
、
風
土
に
な
じ
ま
な
い
。
日
本

る
。
憲
法
も
四
十
年
た
つ
と
不
備
な
一
乱
れ
て
「
日
本
国
憲
法
再
発
見
ツ
ア

と
と
は
、
独
立
国
と
し
て
悲
し
い
乙
と
い
う
閤
柄
に
合
っ
た
自
主
憲
法
の
点
が
で
て
く
る
。
ま
し
て
国
の
動
静
一
1
」
に
行
く
と
い
う
筋
立
て
で
、
ミ
ュ

と
。
改
正
し
て
新
し
い
活
力
を
生
み
制
定
乙
そ
、
戦
後
政
治
の
総
決
算
と
が
変
化
し
て
い
る
の
に
憲
法
の
規
定
一
l
ジ
カ
ル
じ
た
て
で
桂
信
J

付
し
て
{
タ
¥

出
す
と
と
を
提
案
す
る
」
「
自
民
党
し
て
必
要
だ
」
と
訴
え
た
。

が
変
ら
な
い
の
は
、
ど
う
考
え
て
も
一
の
だ
が
、
腹
を
抱
え
で
笑
い
笑
い
、

が
率
先
し
て
、
自
主
憲
法
制
定
の
一
自
民
党
の
中
山
正
陣
、
戸
線
進
也
、
お
か
し
い
」
と
口
火
を
切
っ
た
あ
と
、

一
ウ
ン
、
乙
れ
は
大
変
な
乙
と
だ
!
霞

大
啓
発
運
動
に
取
り
組
む
よ
う
に
求
平
沼
魁
夫
議
員
ら
は
、
「
憲
法
改
正

「
マ
ッ
カ
lサ
ー
が
押
し
つ
け
た
占
一
後
に
は
熱
演
の
舞
台
と
客
席
が
一
し

め
る
」
と
い
う
決
議
の
ほ
か
、
今
年
は
、
党
綱
領
に
も
あ
る
通
り
、
自
民
領
憲
法
を
あ
り
が
た
が
っ
て
い
る
日
一
ょ
に
な
っ
て
も
り
上
り
、
大
拍
手
。

は
特
に
中
曽
根
首
相
に
対
レ
「
若
き
党
立
党
=
-
十
年
来
の
基
本
精
神
」
(
中
本
人
が
情
け
な
い
。
日
本
は
強
す
ぎ

一

合
女
合
乙
の
劇
の
企
画
は
昨
年
十

日
に
自
主
憲
法
制
定
に
情
熱
薪
燃
や
山
)
、
「
党
内
で
改
憲
を
い
う
と
タ
た
の
で
、
弱
体
化
、
奴
れ
い
化
を
目
一
一
月
、
神
奈
川
県
で
憲
法
公
布
四
十

レ
た
初
心
に
す
ち
返
り
、
自
主
憲
法
カ
派
と
よ
ば
れ
る
が
、
若
手
織
員
を
的
と
し
て
作
ち
れ
た
の
が
現
在
の
憲
一
周
年

0
0年
。
ア
ジ
ア
で
は
、
臼
本
が
最

も
古
い
と
説
明
。
要
は
、
古
い
新
し

い
で
は
な
く
、
国
民
の
自
覚
の
問
題

で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
立
憲
民
主
主
義
の
原
理
と

い
う
と
、
解
放
性
、
自
由
、
平
等
、

人
権
、
制
限
っ
き
財
産
権
、
多
数
決

原
則
、
法
の
も
と
に
お
け
る
政
府
権

力
の
制
限
な
ど
が
あ
げ
ち
れ
る
が
、

乙
れ
等
は
園
や
文
化
に
よ
っ
て
は
合

わ
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
人

類
に
と
っ
て
、
現
在
の
と
と
ろ
は
愚

良
の
も
の
だ
と
言
司
え
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
日
本
国
憲
法
は
、
こ
れ
等

の
も
の
房
総
て
明
言
し
て
い
る
と
い

っ
て
い
い
。

ビ
l
ア
さ
ん
は
、
「
目
本
国
憲
法

は
、
今
日
の
日
本
文
化
に
お
い
て
、

政
府
と
法
と
社
会
に
関
す
る
不
変
的

原
理
の
、
最
も
重
要
な
ス
テ
ー
ト
メ

ン
ト
だ
。
日
本
と
他
の
国
の
民
衆
文

化
闘
を
結
ぶ
鍵
で
あ
る
。
日
本
策
法

は
、
現
在
の
政
治
的
、
法
的
、
社
会

的
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
、
ジ
正
斗
場

を
と
る
か
、
ハ
ッ
キ
リ
と
解
り
や
す

く
世
界
に
知
ち
せ
る
も
の
と
し
て
支

持
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
は
そ
れ
を

十
分
に
達
成
し
て
い
な
い
」
と
い
う
。

ビ
l
ア
さ
ん
は
、
現
行
憲
法
の
ス

パ
ラ
シ
さ
を
再
認
識
さ
せ
る
た
め

に
、
現
行
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
以
前

の
日
本
の
状
況
と
現
在
を
比
較
し
旧

憲
法
下
で
は
い
か
に
自
由
、
人
権
が

無
視
さ
れ
て
い
た
か
を
強
調
す
る
。

国
民
主
権
、
平
和
主
義
、
基
本
的
人

権
を
う
た
っ
た
、
乙
の
憲
法
の
誕
生

を
キ
チ
ン
と
祝
お
う
と
す
る
時
、
あ

の
戦
争
と
戦
争
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら

れ
た
人
々
(
日
本
国
民
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
他
の
国
々
の
人
々
)
が
い
た

と
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
、
と
つ

け
加
『
え
た
。

........ '摺翠詑酒盛"1Il.J-， 
改憲派め集まりには、 1100人が参加

多
彩
な
仕
事
の
世
界
、
想
い
あ
ふ
れ
る
人
生
|

|

|

世
の
中
も
っ
と
知
り
た
く
な
る
、
人
間
も
っ
と
生
き
た
く
な
る

シ
リ
ー
ズ
・
人
と
仕
事
会
5
巻

E

老
い
が
よ
け
れ
ば

E

す
べ
て
よ
し
詳
時
間編

5
月
間
日
発
売
在
宅
歯
科
治
療
、
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
、
老
人
住
宅
、
相

談
活
動
、
介
護
、
ホ
ー
ム
運
営
な
ど
に
携
わ
る
人
々
が
、
老
い
る
こ
と
へ

の
温
か
な
人
間
的
意
味
あ
い
と
励
ま
し
を
伝
え
る
。
相
判
・
1
4
0
0
円

日
本
音
楽
家
ユ
ニ
オ
ン
編

M
W
判
・
1
5
0
0円

大月書庖

回
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
生
き
る

結
婚
そ
し
て
夫
婦
・
家
族

・

新

し

い

女

と

男

の

関

係

を

創

る

1

1

1

1

新
刊
発
売
/

「
新
し
い
結
婚
」
を
自
負
し
て
い
た
友
人
達
が
結
餅
後
数
年
で
相
次
・
忠
康
婚

尼
川
洋
子
著
酢
務
官
主
的
同
時
間
接
削
鰐
持
続
日
抑
制

の
緋
竺
つ
一
つ
創
り
あ
げ
ず
必
く
還
を
生
々
々
揃
く
。
1

3

0
円

弱

・

元

気

な

女

が

家

族

を

変

え

る

桜

井

陽

子

著

ミ

ポ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

寝
込
j
m
Mベ
ス
己
円
宮
崎
三

段

{
そ
の
他
の
関
係
}

芝
町
長
川
公
ヨ
リ
H
P

F
E

E

-

-

E

E

--Z
E
---=
ZE--=-====-三至==
==-・
新
刊
発
売
中
!

・4
且

t
}

唱

関
東
大
震
災
下
、
権
力
の
情

且
白
1
F
2円
、
内
ノ
吟
抗
相

懇
搾
に
踊
ら
一
さ
れ
た
民
衆

h
p
J
M
羽
目
一
、
1

円
J
J
，
司
叫
旦

に
よ
る
朝
鮮
人
品
開
殺
事
件
の

J
』

'
l
-
d
t
t
1
1』
f

真
相
を
暴
〈
。
14
0
0門

の
わ
ず
か
な
原
則
を
主
張
し
た
だ
け

で
、
間
笠
築
を
奮
い
た
の
は
最
高
指
令

部
政
治
局
の
者
で
、
康
終
的
な
決
定

沢
山
。
し
か
し
、
そ
の
底
流
に
終
始
る
も
の
と
し
て
の
日
本
国
憲
法
④
憲
に
当
つ
て
は
、
多
く
の
日
本
人
が
協

一
貫
流
れ
て
い
た
テ
1
マ
は
が
四
十
法
の
今
日
と
五
十
年
前
と
の
比
較
⑤
カ
レ
た
の
で
す
。
そ
れ
以
後
は
、
憲

年
前
の
憲
法
の
出
発
点
を
考
え
よ
憲
法
と
勇
気
と
寛
容
に
支
え
ら
れ
た
法
の
意
義
務
昆
史
に
笛
き
続
け
て
来

、P
で
あ
っ
た
。

指
導
的
責
任
の
基
礎
と
し
て
の
憲
法
た
の
は
、
外
で
も
な
い
日
本
人
で
レ

外
国
人
、
特
に
憲
法
制
定
と
深
い
ー
ー
と
い
う
五
つ
の
課
題
を
柱
に
話
た
」

か
か
わ
り
が
あ
っ
た
米
国
人
が
、
臼
を
す
す
め
た
。
国
会
、
公
務
員
、
大
学
を
含
む
学

本
の
憲
法
を
ど
う
見
て
い
る
か
と
い
「
日
本
と
米
国
は
、
軍
事
問
題
を
校
、
労
働
墾
回
、
各
政
党
な
ど
、
広

う
意
味
で
興
味
が
も
た
れ
た
の
は
、
除
け
ば
、
現
在
、
世
界
で
愚
も
重
要
範
の
人
々
か
ち
日
本
国
憲
法
は
支
持

L-w-
ビ
I
ア
さ
ん
の
講
演
だ
。
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
世
界
史
上
を
受
け
て
い
る
。
乙
の
ょ
っ
よ
憲
法

ビ
l
ア
さ
ん
は
、
日
本
の
憲
法
に
ま
れ
に
見
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
は
世
界
的
に
も
め
ず
ら
し
い
と
も
言

関
す
る
著
密
も
多
く
、
講
演
も
日
本
も
っ
て
い
る
と
思
つ
」
う
。

語
で
行
っ
た
。
二
国
閣
の
新
し
い
関
係
は
、
占
領
「
こ
の
憲
法
は
米
国
に
押
し
つ
け

テ
l
マ
は
『
日
本
国
憲
法
と
と
も
下
の
一
九
四
五
年
に
生
ま
れ
た
。一

ら
れ
た
も
の
だ
と
し
て
、
改
事
乞
唱

に
四
十
年
』
で
、
①
立
憲
主
義
に
関
九
四
六
年
に
は
、
白
本
国
憲
法
が
起
え
る
人
々
が
い
る
。
こ
の
人
遣
は
、

す
る
日
本
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
特
草
さ
れ
、
乙
れ
に
欄
関
わ
っ
た
の
は
、
敗
戦
直
後
の

一
部
の
指
導
者
た
ち
が

別
な
関
係
②
日
本
国
憲
法
と
世
界
、
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
双
方
の
人
々
ど
ん
な
に
反
民
主
宰
議
論
者
で
あ
っ

特
に
ア
ジ
ア
と
の
関
係
③
日
本
を
他
だ
っ
た
。

た
か
、
同
じ
占
領
下
の
ド
イ
ツ
に
比

の
国
の
民
主
主
義
文
明
と
結
び
つ
け
「
マ
ッ
カ
l
サ
l
元
帥
は
、
ほ
ん
べ
、
ど
ん
な
に
日
本
に
回
治
の
自
由

.
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.

.

.
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・
・
・
聞
閥
開
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物
潔
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一

色
に
、
憲
法
の
草
案
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民
主
的
な
臼
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Z
本
人
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多
一
興
参
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し
て
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か
を
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.. -------E圃.
、

開
噂

-L

町
ア

れ
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い
る
。
そ
し
て
い
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主
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・
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圃
羽
白
遡
灘
翻
際
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支
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昌
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週
掴
週
濁
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咽

m
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る
。
米
国
と
日
本
は
、
立
憲
民
寺
杢

・・・・・・園鶴欝盤圃・
E----EEKL義を分
ち
あ
う
と
と
に
よ
っ
て
独

・

・

・

・

聞

麟

E・
・

・

・

・

・

一司

立
し
た
精
神
に
も
と
ず
く
落
語

、

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1f

ば
れ
て
い
る
の
だ
」
と
。

憲
法
記
念
日
の
一
二
日
を
中
心
に
、
憲
法
関
係
行
事
が
各
地
で
行
わ
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
五
月
三
自
に
現
行
れ
ば
な
呈
な
い
。
実
行
が
と
わ
な
わ
な
い
憲
法
は
死
ん
だ
文
章
に
し
か
す
ぎ
な
い
」
と
訴
え
、
と
の
新
憲
法
が
日
本
国
憲
法
は
、
ま
だ
若
く
国
民

憲
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
満
四
十
年
に
な
る
。
入
閣
で
い
う
な
ら
最
も
成
熟
し
た
、
働
き
盛
り
の
年
代
で
あ
る

7わ
れ
わ
れ
は
も
『門
教
争
を
し
な
い
H

と
喜
回
し
た
と
と
は
、
人
類
の
高
い
理
鳩
山
を
い
い
あ
ろ
わ
し
た
も
の
に
根
付
い
て
い
な
い
と
い
う
人
も
い

が
、
日
本
国
憲
法
は
、
防
衛
費
の
対
国
民
生
産

(
G
N
P
)
比
一
軒
枠
撤
廃
や
議
員
定
数
是
正
問
題
な
ど
、
い
で
あ
っ
て
、
平
和
世
界
の
建
設
乙
そ
白
本
が
再
生
す
る
唯
一
の
途
で
あ
る
」
と
日
本
の
と
る
べ
き
途
を
示
し
て
る
が
、
そ
れ
は
政
治
の
現
実
を
見
ょ

た
る
と
と
ろ
に
病
み
の
現
象
が
あ
り
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
り
さ
痛
め
さ
せ
て
い
る
。
制
{
量
時
、
雲
の
い
る
。

四
十
年
縫
っ

b
い
ま
、
こ
の
制
定
当
時
の
糟
京
大
き
く
ゆ
が
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
↑
う
と
す
る
か
ら
で
考
察
力
に
欠
け

て
い
る
と
い
い
切
る
。
世
界
の
中
に

精
神
を
園
民
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、
憲
法
普
及
会
は
「
新
し
い
憲
法
明
る
い
生
活
」
と
い
う
小
冊
誌
を
一
般
も
う
一
度
原
点
を
見
つ
め
直
し
、
真
の
憲
法
の
精
神
に
の
っ
と
っ
た
運
用
の
要
求
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
図
、

あ
る
一
六
回
の
憲
法
の
う
ち
、
ま
じ

に
配
布
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
新
憲
法
の
糟
神
を
「
日
本
国
民
が
お
互
い
に
人
格
を
尊
重
す
る
こ
と
。
民
主
主
内
容
の
集
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
民
間
団
体
、
護
憲
派
に
多
く
見
ろ
れ
、
改
憲
派
は
自
主
憲
法
の
制
定
こ
そ
が
戦
後
め
な
も
の
は
約
一

0
0
。
そ
の
ほ
と

義
を
正
し
く
実
行
す
る
と
と
。
平
和
を
愛
す
る
精
神
を
も
っ
て
世
界
の
諸
国
と
交
り
を
あ
っ
く
す
る
乙
と
」
と
政
治
総
決
算
の
核
で
あ
る
と
と
を
主
張
し
て
い
た
J
百
に
行
わ
れ
た
護
憲
、
改
憲
を
主
張
す
る
集
会
二
つ
を
紹
ん
ど
が
日
本
の
憲
法
の
歴
史
よ
り
浅

紹
介
し
、
こ
の
新
憲
法
が
「
わ
れ
わ
れ
の
血
と
な
り
、
肉
と
な
る
よ
う
に
、
そ
の
精
神
を
い
か
し
て
-
ゆ
か
な
け
介
す
る
。

(2
・
3
菌
に
関
係
記
事
)

い
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最

も

古

い

の

が

ア

メ

リ

カ

で

二

一

、

ダ

え
っ
て
し
ま
い
、
腹
が
立
つ
や
ら
情
け
な
い
や
ち
だ
っ
た
。
乙
ん
な
と
と
大
学
生
は
学
部
に
よ
っ
て
は
も
の
す
ご
く
勉
強
す
る
。
工
学
部
系
は
競
川
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が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
は
発
展
し
な
い
の
だ
と
痛
感
し
争
も
は
げ
し
く
、
将
来
の
就
職
に
も
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
み
な
、
ま
じ

ー

一
、

=
ノ
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め
で
あ
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の
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び
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い
る
よ
う
だ
。
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円
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ベ
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ね
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U
ぬ
文
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石
け
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の
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つ
い
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が
凶
入
り
掛
阿
を
利
用
し
て
税
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宜
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幹
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副

長

江
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判

官

刊
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言

語

日

…

…

曜

一
川

ぷ

腿

湖

、

か

へ

り

に

な

っ

た

の

で

と

zzっ
と

雲
z
を
聞
く
と
と
一
に
荷
主
君
。
広
ケ
(
白
土
の
加
撞
民
い
と
か
い
う
、

-

一
1
?

う
醐
糊
し
で
あ
っ
た
お
栗
山
主
げ
六
名
の
唾
聞
を
怒
り
ず
散
会
す
宅
問
閥
、
掲
入
金
属
碍
阜
の
件
に
質
問
は
慰
問
手
υ。

沼
一

…川

昭
詞
二
十
一
一
年
七
星
ハ
貝
晴
)

七
肩
八
日

(2

2

5

っ
た
o
管

企

画

よ

り

皇

室

苦

手

量

l
)

つ

い

て

也

事

。

乙

の

あ

と

「

室

長

の

…

"

一

夕

食

後

緊

訟

詰

告

を

臣

、

午

后
一
時
半
よ
り
商
工
ム
謡
曲

芯
月
九
日

(
ホ
)
晴

蝿

め

た

花

間

と

卵

は

、

心

宮

立

を

間

了

F
+
れ
し
た
よ
い
作
寺
田
夜
七
時
宅
ふ
り
伊
ノ
回一
軍
に
て
慣
利
」
明
大
宜
下
部
教
授
若
芳
“

一
層
的
の
唱
実
に
つ
い
て
の
醐
備
委
の

一
階
に
て
鼎
人
会
長
会
揖
あ

明
東
掃
除
、
高
聖
子
つ
く
り
に
史
を
画
ば
せ
た
も
の
で
あ
る
。

は

な

い

が

軽
井
沢
の
晃
し
さ
が
よ
懇
E
蚕
員
会
を
開
値
、
九
名
出
回
。

筏
氏
、

「
贋
地
改
革
」
県
慶
地
隈
畳

日

一
↑
画
会
を
聞
く
。
そ
の
他
九
日
の
悟

り
。
今
日
は
じ
め
て
各
自
の
書
て
、
副
室
長
に
大
車
名
号
。

(

壁
掛
入
金
の
ノ
l
卜

に

く

量

占

れ

て

空

審

季

そ

今

口

、

E
Zニ
ケ
宛
配
管
山
下
平
氏
。

コ
一
…
博
百
三
人
聞
し
て
花
と
卵

一
ケ
砲
商
肘
眠
時
あ
っ
て
買
に
愉
艇
で
あ
っ
会
開
の
ま
と
己
ろ
に
で
生
吃
た
く
よ
る
と
ミ
ス
・セ
ン
・
ジ
ァ
ン
る
。
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
か
ろ
費
問
亜
た
色
、
帽
人
会
入
金
申
込
書
脱
出
。
二
十
一
一
百

〈
ホ
)
晴

ト
一

…

…

附

の

提

軍

に

両

々

世

成

し

て

下

た

ー

さ

ん

、

卵

一

一

十

一
猛

毒

。

女
史
包
括
は
、
突
き
員
、
け
出
し
て
夫
容
へ
駆
け
つ
け
た
妻
、
利
害
関
慌
を
す
ぐ
聞
に
惇
豊
百
貝
当
期
人
会
よ
り
H

…

ヨ

一I
H

さ
る
。
十
一
時
ま
で
。
十
二
一
時
就
桔
婚
相
桜
耐
を
寂
躍
す
る
こ
と
斑
黙
の
せ
い
か
多
忙
の
た
め
品
り
方
、
悪
同
、
行
事
、

P
T

裏
一
冊
子
が
翌
百
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
へ
か
べ
る
の
だ
か
民
た
ま
A
忘
い
七
名
出
席
。

日

一
…
…
床
、
停
電
、
官
官
ず
が
つ
か
と
な
り
、
重
喜
中
に
老
晶
聞
か
、
遠
慮
の
た
め
か
、
案
外
貧

A
の
話
。
そ
し
て
購
入
は
い
か
引
さ
手
主
で
の
心
の
動
き
の
費

二
十
百

(
月
)
晴
時
々
曇

午
前
九
望
者
語
劇
場
で

九

一
…
…
り
す
る
。
り
切
れ
ず
に
軒
き
入
れ
ら
れ
て
し
の
串
り
が
少
な
く
一
一
一
十
四
名
の
に
し
て
大
害
故
意
味
の
生
活
を
現
が
な
ぜ
か
物
足
ち
抱
思
ひ
が
す
奇
日
は
土
用
の
丑
の
日
だ
と
歪
「
世
界
の
母
」
を
「
謀
。
超
開
園
。

骨『
一
……

七
月
百

(月

)

ふ

の

に

、

ウ

ナ

ギ

は

拍

車

ド

ジ

保

語

と

し

で

小

児

マ

ヒ

の

壁

"

ワ

一

…

…

夜

に

な

る

と

無

闇

に

疲

労

し

て

ヨ

ウ

さ

へ

食

へ

な

い

。

を
恩
ひ
つ
ぎ
、
自
己
の
所
信
宇
遍

四一…一日」
一日凶器刊誌

ジ
ア
ン
女
史
の
「
実
演
」
に
納
得

む
一
時
訳
語
十
時
誇
接
持
…

1
一

…

生

き

甲

斐

あ

る

ゆ

た

か

な

生

活

を

芭

千

円

也

を

持

書

し

て

下

さ

っ

彼

女

は

生

罷

独

曹

と

し

て

輯

人

の

H

…

i

H

江
川
1た
い
。
文
、
ゃ
っ

民

主

団

体

の

会

議

の

進

め

方

た
o
え

な

に

華

童

解

し

て

為

竺

筆

捧

げ

セ

下
さ
る
方
も
あ
る
か
と
有
曜
く
も
キ
ュ

I
リ
上
大
人
は
桔
婚
に
よ
山

支

部

事

変

の

位

意

目

。

奇

臼

乙

値

し

く

も

あ

る

。

そ

れ

に

yx廷
、
り
、
よ
き
伴
侶
と
共
に
空
間
U

の
揖
…
山

の

苦

庸

を

嘗

め

る

の

わ

ず

年

前

の

ま

っ

九

み

。

持

つ

己

と

が

で

き

る

か

、

だ

っ

る

の

は

払

の

悲

し

ら

o

wの
如
き
は
ー
ー
。
菌
が
因
る
見
を
な
し
憎
た
。
ケ
F

一

L￥
二
川

日
本
の
思
ひ
上
り
が
盟
国
と
な
っ
開
途
堀
内
さ
ん
の
お
百
に
よ
っ
一
一
時
か
っ
き
り
八
代
さ
ん
に
車
%
花
と
卵
の
お
み
や
げ
は
、

十
九
日

〔土
)
晴
、
風

の
に
婦
人
金
井
ほ
と
私
に
杭
噛
を
リ
1
売
人
を
比
較
し
て
み
九
キ
…
…

て

ゐ

る

の

弓

て

右

け

ん

の

見

本

五

ケ

を

頂

い

て

内

さ

れ

て

ミ

ス

セ

ン
・
ジ
ァ
ン
女
史
へ
の
感
酎
に
、
霊
を
あ
柏
崎
、
需
の
両
民
主
に
描
云
ふ
。
同
盟
々
々
し
い
が
事
U

ュリ
1
夫
人
の
如
く
、
委
長
に
…

女
卑
自
身
に
て
、
ジ
I
プ
軒
旗
艦
げ
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
井
署
政
部
へ
出
か
け
る
。
出
席
者
工
ハ
て
や
っ
匂
同
じ
研
究
へ
と
進
む
に
は
、
日
本
山
H

¥
l
/
/
/
¥ぷ

孫
九
し
て
お
出
で
に
な
吾
。
ク

Y
ム

え

た

王

室

謀

だ

っ

た

と

い

名

、

苦

年

婦

人

舎

の

運

営

と

ニ

士

百

(

此

)

晴

女

性

苦

言

だ

、

で

君

。

そ

に

て
l
J
J
'
J
A
P
-
-

g

の
ワ
ン
ピ
ー
ス
は
と
て
も
似
つ
か
う
)

P

T
Aの
問
題
に
草
す
る
。
午
前
十
時
よ
り
埼
玉
喜
に
で
し
て
日
本
男
性
の
中
の
宍
1
セ
h

F

〉

7
F
E
は
し
い
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
弓

十

吉

幸

晴

来

月
よ
り
は
噌
」
の
金
を
号
話
人
間
宮
か
れ
る
。
富
ン
ト

Z
E塁し
芝
れ
る

/

て

¥

一

司

友
島

通
訳
が
霊
し
で
あ
っ
た
輔
さ
一
ニ
日
分
の
事
配
給
に
な
る
。
事
に
し
で
、
質
問
や
間
聞
の
雪
が
溢
れ
る
ば
か
り
。
幸
、
準
ょ
に
か
。
桔
柚
と
し
て
、
在
は
そ
の

戸
¥

f

一一

大
中
ん
で
な
か
っ
た
の
で
蓄
に
な
っ
富
の
高
く
な
っ
た
の
に
は
お
ど
時
は
、
母
葉
珊
の
量
、
直
接
近
く
補
需
主
授
け
て
く
れ
た
個
空
軍
早
か
主
り
よ
さ
H

川

「

/

/
d
F

は

た

。
罰
し
て
充
分
会
聞
に
納
桐
ゆ
ろ
く
の
み

J
」
れ
官
ほ
現
在
の
樺
ミ
ス
・
セ
ン
・
ジ
ァ
ン
に
お
菌
に
の
で
そ
己
に
お
さ
ま
っ
て
聞
い
自
芭
の
生
き
方
を
見
出
す
べ
き
で
H
山

‘
f

u

唱

川

く

雪
J

な
通
院
で
は
な
か
っ
た
。
桔
で
十
日
間
も
童
へ
拍
車
に
な
か
か
る
車
に
な
っ
た
o

た

。

あ

る

。

H

山

4

/
〆

「{

力

会
員
か
色
ち
っ
と
も
圃
闘
が
な
か
る
。
今
こ
そ
国
民
は
自
己
の
ま
苗
午
后
、
開
人
常
会
を
園
時
に
開
「
民
主
箇
悼
と
は
」
と
云
ふ
題
注
l
H担
辰
雄
の
小
限

4
b

っ
た
の
で
、
結
局
私
一
人
揮
台
。
亭
語
で
王
国
軍
の
危

(2) 安課~ ./'、来斤降宵

読
ん
だ
右
い
自
の
p

」
と
が
よ
み
が
え

2

て
く
る
(
こ
れ
ら
の
確
芯
秒
最
的

た
一
ペ
ー
ジ
を
か
ざ
る
抵
散
は
向
一
一

十
。
う
『
、
い
ま
、
生
き
摺
っ
て
い

る
の
は
「
世
界
」
一
略
L
す
き
な
い

約
三
千
点
に
の
ぼ
る
時
怯
平
本
か

ら
、
選
ば
れ
盟
主
た
の
は
子
一

百
点
じ
酷
し
い
選
担
だ
っ
た
弓
《
〆
レ

M

個
人
位
好
炉
の
問
胞
も
あ
る
の

戸
々
守
つ
が
、
私
個
人
の
思
い
か
ら
い

え
ば
、
欄
楕
正
史
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
通

相
を
畦
虫
、
眠
桂
一
時
期
、
推
理
小

と
い
う
の
だ
か
ら
購
き

T品
る

。

鋭

プ
l
ム
タ
荷
っ
た
「
事
白
」
の
な

雑
酷
ほ
ど
世
相
の
動
芳
三
官
端
的
に
い
の
は
字
ん
と
も
寂
し
い
。

見
せ
る
も
の
は
な
い
か
も
し
れ
な
「
女
性
酷
」
の
量
が
あ
っ
て
、
一

い
。
一
ベ
!
?
一
ペ
ー
ジ
く
り
な
が
時
代
を
週
じ
た
「
ひ
事
わ
り
」
「
そ

ら
、
世
世
は
じ
め
て
み
た
v安
房
れ
い
ゆ
」
が
な
い
の
は
与
ん
と
を
円

の
7
ン
宅
プ
ロ
ン
デ
ィ
」
に
、
部
摩
手
落
ち
に
見
え
る
し
、
マ
ン
ガ
の
コ

い
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
サ
ン
ド
イ
y
チ

l
ナ
ー
が
あ
っ
て
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」

を
ほ
お
ば
る
風
聞
に
肝
を
つ
ぶ
し
た
が
な
い
の
も
酎
に
落
相
百
悼
い
。
サ
ザ

思
い
出
が
よ
み
が
え
る
。
蝿
出
し
た
エ
さ
ん
の
胆
努
み
踏
い
て
も
、
己

時
由
雄
特
許
軸
雑
酷
l
「
世
界
『
一
腫
れ
は
ま
さ
に
醐
世
田
手
の
も
の
だ
か

望
」
「
人
間
」
「
朝
白
肝
蹄
」
「
世
ら
。

M

本
N

に
関
属
探
い
人
ぴ
と
が

界
肝
蹄
」
!
と
れ

A
6雑
憶
の
創
刊
コ
ラ
ム
砕
語
い
て
お
り
、
興
味
探
い

号
の
衷
厄
を
見
な
が
ち
、
と
の
堅
い
も
の
も
多
い
が
、
己
れ
が
男
性
ほ
か

理
棋
と
、
む
ず
か
し
い
活
字
の
糧
列
り
な
の
は
、
苦
し
と
に
残
念
で
あ
る
。

に

、

胸

空

ま

か

革

い

思

い

で

(

大

月

書

三
一
壬
一
首
円
)

「雑
誌
で
見
る
戦
後
史
」

福
島
鋳
郎
著

大
月
書
底
刊

ざと
厳しく選択されて1200点掲載

ざま世相の動きま
H

膏
践
の
写
真
版
d

と
著
孟
も
書

い
て
お
色
れ
る
。
ま
あ
、
な
ん
介
温

か
し
い
1
ベ
l
ツ
を
く
る
と
、
ど
ご

に
も
昔
見
た
こ
と
の
あ
る
雑
貨
雑

誌
。
己
れ
が
個
人
の
コ
レ
ず
ヨ
ン

国全E{輯 3種劃聖物館可』第 831号831号(揖 3種郵慣物館可J

f 
二
目
、
華
士
、
士
婦
、
税
理
士
な
と
広
い
市
民
グ
ル
ア
に
よ
っ
て

憲
法
施
行
四
十
周
年
記
意
の
『
憲
法
フ
ヱ
ス
テ
ィ
パ
ル
h

が
有
わ
れ
た
。

メ
イ
ン
会
珊
を
日
比
谷
公
会
堂
に
、
映
回
全
、
調
説
、
青
愛
妻
、
近
て

の
間
京
井
被
士
会
館
、
簡
ニ
東
京
井
瞳
五
百
阻
で
は
、
綬
、
基
地
、
憲
法
な

ど
に
つ
い
て
の
分
科
会
伊
く
り
紘
げ
ち
れ
た
。

「戦争と平和」上映

資料展

変
革
さ
し
れ
る
こ
と
も
な
く
、
人
帽
を

鉱
充
さ
せ
、
民
主
宰
義
の
曜
を
鉱
く

楳
く
仲
強
文
h
ぜ
る
こ
と
が
出
来
た
。

が
、
と
れ
そ
言
は
な
い
艶
力
が
あ
る
。

軍
帽
タ
怒
張
し
、
あ
ら
ゆ
る
前
で
入

閣
の
曲
馬
人
掴
む
切
り
胴
し
が
あ

る
。
そ
の
桔
県
と
ruで
、
中
国
板
内

閣
の
軸
睡
の
時
模
開
路
慢
が
打
ち
出

さ
れ
た
の
だ
。
こ
れ
ま
す

ιも
、
弘

た
ち
の
憲
法
は
危
険
に
さ
包
長
な

が
ら
も
守
ら
れ
て
荒
た
ロ
こ
れ
か
ら

全
世
間
枯
し
て
改
憲
掛
力
に
立

講演や音楽会、

f 
高見沢さ九

施行U:Il周年記念・詣法フェスティパル

己
の
目
、
メ
イ
ン
会
輔
の
日
比
谷

公
金
賞
に
は
ニ
千
人
の
入
墳
が
あ

り
、
刑
罰
ム
ン
ム
ン
~
当
日
一
揮
で
は

人
珊
で
き
な
い
人
わ
続
出
す
る
高
ま

り
#
み
せ
た
。

キ
植
者
側
弁
吊
円
安
し
て
、
青
年
法

出
家
協
会
弁
明
暗
士
・
字
者
部
会
議

艮
の
高
見
開
さ
ん
は
、
「
宇
和
国
家

の
一
曜
と
L
て
、
民
主
主
揖
と
平
相
の

皆
と
し
で
、
回
十
年
前
、
日
本
国
軍

出
が
牛
宅
ふ
れ
た
G

そ
の
車
桂
の
も
と

で
、
時
に
は
不
安
#
晶
閉
じ
与
が
ら
一
向

中央、竹下景子さん

出
部
さ
ん
は
、
四
十
年
極
り
に
眠

闘
を
間
た
感
忽
を
「
白
骨
の
禁
忌

て
、
つ
の
毛
一
士
メ
ン
ト
の
レ
貴
ノ

に
思
え
た
~
と
重
い
、
「
こ
の
映
耐

を
出
る
聞
に
、
私
は
一
度
ほ
ど
究
に

か
け
た
ー
世
は
鞘
争
、
γ
1ン
で
刷

唱
に
迫
い
が
り
ら
れ
た
時
r

な
に
し

ろ
、
職
唱
を
運
転
し
て
い
る
人
が
占

上
暁
さ
れ
た
一

己
の
眠
闘
は
、
い
ま
の
憲
誌
が
ぬ

行
占
れ
た
問
、
車
世
間
及
の
た
め
に

政
府
の
外
郭
団
体
、
商
法
軒
及
会
の

門
田
叫
ん
岩
屋
の
哩
日
で
製
作
さ
れ
に

た
っ
た
憲
法
砕
滑
る
ま
で
に
払
っ
た

明
性
の
六
さ
と
が
、
ひ
し
ひ
し
と
信

わ
コ
て
高
岳
υ

昭
和
一
一
十
一
年
に
上
眠
さ
れ
、
延

べ
千
万
人
も
の
人
か
こ
の
眠
幽
を

っ
た
〈
の
購
入
で
ど
ご
へ
向
っ
て
来

る
か
分
民
な
い
。
も
っ
一
つ
は
、
砲

輔
の
桂
に
水
が
溜
っ
た
所
を
前
回
民
主

と
、
大
き
な
穴
#
掴
り
水
苦
入
れ
た
。

戦
車
に
追
い
か
け
ち
れ
て
、
そ
の
申

に
福
ち
忌
み
は
い
上
が
ろ
う
に
も
重

装
備
の
う
え
に
草
を
か
け
る
と
己
ろ

が
な
い
」
と
酎
昨
時
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
紹
介
。
堕
宰
C
ん
民
輯
争
に

行
っ
て
い
る
時
も
号
つ
で
レ
た
が
、

映
画
の
閤
膨
中
も
。
こ
の
鞘
争
を
や

れ
と
、
睦
が
一
番
初
め
に
君
っ
た
の

か
仰
と
い
、
ヨ
」
と
を
替
え
一
間
吋
て
い

ま
し
た
」
日
え
は
】
新
人
で
し

た
か
ら
、
た
だ
た
尼
生
暗
命
で
し

た
」
ブ
ロ
デ

L
lサ
l
の
伊
輯
J

ん
は
「
岨
名
を
、
関
同
聞
な
作
品
で

あ
る
ト
ル
ス
ト
イ
の
小
品
と
同
じ
に

す
る
の
は
ど
う
か
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
話
ピ
タ
リ
す
る
固
だ
と
思
い

核

基
地
な
ど
の
分
科
会
も

グ
自
分
の
生
活
に
生
か
せ
d

「女性学入門」?3513自主主

一一ー一一~‘

人
ーーーー-"・.

人
が
真
剣
に
考
え
よ

今
年
、
施
行
四
十
周
年
を
迎
え
た
憲
法
記
念
日
を
前
に
、
二
目
、
東
京

・
永
田
町
の
憲
政
記
念
館
で
、

日
本
社
会
党
の
土
井
た
か
子
委
員
長
が
、
「
日
本
国
憲
法
の
逆
襲
!
」
と
題
し
て
、
憲
法
講
義
(
主

催
H
土
井
た
か
子
を
支
え
る
会
)
を
行
っ
た
。

(日曜日 〉臼
一
O
一

4
B
一
月
一

弔

一
「
十
世
年
問
、
そ
れ
も
ト
ップ

圭

一
の
立
唱
で
は
な
く
閏
盟
の
椛
れ
を
見

7
一
て
き
ま
し
た
。
記
か
ら
こ
れ
か
ら
も
、

8
一
語
に
劃
志

望

革

主

主

9
一
ん
で
い
き
た
い

-

一
松
浦
一
品
工
え
A
J
1
A
P喧、

一
日
本
婦
人
有
情
占
同
盟
の
会
援
に
な

一、
J

た
。
前
晶
画
、
ぶ
曜
良
さ
ん
が
、

一
噌
点
醐
馬
の
区
屋
週
に
出
閥
、
辞

一
任
し
、
過
笠
C

れ
た

一
「
京
に
帽
る
と
胞
が
H
Y
R
J
し
て

一
時
フ
て
た
の
ヮ
H

と
聞
く
ん
で
す

H

冊
の
こ
と
o
って」

皇
国
因
調
任
が
新
聞
の
夕
刊
に
闘
っ

て
、
そ
れ
を
見
た
友
人
が
電
話
#
τ
品

己
し
、
軍
人
の
回
る
と
こ
用
正
な
っ

た
ロ
松
崎
さ
ん
に
と
っ
て
は
需
黙
の

こ
と
、
ま
さ
に
寝
耳
に
水
だ
っ
た
。

4

九
亙
}
〔
昭
一
十
六
)
年
、
岡

問
題
の
金
員
に
な
っ
て
か
ら
、
担
市

凡
開
校
さ
ん
の
選
挙
で
地
域
〈
府
中
〉

の
責
任
者
と
し
て
活
動
し
た
り
し

た
3

一
九
五
=
一
(
昭
二
十
八
)
年
の

己
と
だ
間
盟
の
4

合
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た

松
浦
さ
ん
が
、
同
盟
に
直
陪
関
わ
る

と
と
に
な
っ
た
の
は
、
会
長
だ
っ
た

藤
田
た
さ
苧
ん
か
ち
、
こ
れ
ま
た
w
兜

然
4

の
一
面
紀
江
由
が
あ
っ
た
か
ち
。

相
談
し
た
市
川
さ
ん
の
「
あ
ん
た
、

ゃ
ん
ほ
さ
い
よ
」
の
一
言
で
引
さ
受

け
、
こ
の
能
、
同
事
と
楳
く
関
わ
る

己
と
に
な
っ
た
毘
く
・
記
を
つ
と

め
、
会
計
、
第
一
劃
卦
長
、
副
会
長

を
阻
汗
「
U
た
-

松
凋
古
ん
の
，
突
問
'
の
は
沿
志
向
さ
ん
)
に
出
て
も
ら
お
う
」
と
H

提

り
は
、
同
盟
に
入
る
聞
か
ら
だ
。
黙
H

、
白
羽
の
矢
は
松
輔
さ
ん
に
向

格
闘
符
飯
島
で
む
か
え
、
そ
の
挫
け
て
一
袈
」
れ
た
の
だ
。

郷
里
一
の
四
国
で
畑
を
耕
平
し

τ二
i

「
『
鼎
、
断
的
孟
し
た
υ
産
制
の

一
-
年
亭
語
ち
し
、
府
中
に
移
り
住
が
な
い
同
代
で
、
お
金
も
な
い
し
言

。

だ
の
が
、
九
四
八
(
昭
二
十
一
三
年
、
そ
う
し
た
ら
、
考
人
売
を
説
骨
し
て

娘
さ
ん
が
小
学
校
一
年
の
時
。
ア
メ
レ
諒
っ
た
の
で
す
み
ん
な
が
カ
ン

か
え
る
と
い
う
。
松
輔
さ
ん
は
た
っ

た
一
人
「
教
育
は
間
由
で
は
ほ
い
、

醜
世
相
そ
の
も
の
の
存
在
笠
方
が
教

宵
上
、
理
境
に
恵
膨
雛
を
与
え
る
」

と
反
対
。
蝿
誠
慌
の
醜
固
か
ら
「
反

対
と
は
な
ん
だ
1

コ
ノ
ヤ
ロ
1
p
」

と
殴
り
か
か
ら
れ
た
。
仙
の
揖
聞
が

寝
耳
に
水
の
白
羽
の
矢

手

ゃつ

く

り

選

挙

の

草

分

け

パ
聖
集
め
、
予
弁
当
の
選
挙
で
し
た
。
と
め
に
入
っ
て
、
事
な
き
#
樽
た
が

官
伝
力
ー
の
か
わ
り
に
、
応
睡
し
て
「
今
瞬
、
ア
イ
サ
ツ
に
い
く
か
ら
」

く
れ
る
先
生
が
こ
ぐ
自
転
車
の
荷
台
と
ス
ま
φ

れ
る
c

苦
抗
で
も
「
私
が

に
の
っ
て
、
街
頭
潤
説
を
し
ま
し
た
」
は
っ
き
り
反
対
し
た
こ
と
を
謹
事
録

理
想
酒
挙
と
、
今
で
言
う
H

字
づ
に
画
い
て
お
い
て
」
と
宮
い
臨
し
、

く
り
越
デ
で
船
浦
さ
ん
は
、
出
京
ち
わ
て
て
家
に
帰
っ
て
、
戸
栴
り
を

都
北
吾
躍
郎
多
回
付
の
村
講
に
当
選
し
た
と
い
う
経
験
が
あ
る
。

し
た
c

「
で
も
、
揖
者
の
一
顧
問
弁
護
上
が

任
期
中
、
府
中
ド
頑
艇
場
埋
設
の

n
あ
す
こ
に
曹
の
あ
る
調
且
が
い

話
し
か
同
6
あ
が
っ
た
そ
ば
に
中
る

L
旨
っ
て
く
れ
た
り
し
よ
レ
た
」

学
校
が
あ
っ
た
ポ
口
問
由
で
、
朝
一
一
度
同
町
愚
事
は
、
人
気
は
一
隅

曜
日
吋
を
作
れ
げ
守
祇
な
間
由
に
建
て
と
示
同
肝
に
晶
ユ
れ
ほ
が
ち
、
次
点

リ
カ
の
P
T
A運
動
ド
宿
仲
に
取
り

組
も
う
と
、

P
T
A
設
立
要
貝
9
h引

さ一受付、

P
T
Aを
つ
く
っ
た
A

そ

し
て
三
年
目
、
女
性
た
ち
が
二
度
闘

の
遊
撃
植
が
行
使
し
た
一
九
五
一

〈
昭
二
土
ハ
)
年
、

P
T
A間
部
の

人
ど
の
晶
し
の
中
で
「
女
の
人
を
出

し
た
弓
い
い
ね
」
ぞ
う
、
そ
れ
が

い
い
わ
ね
」
「
じ
ゃ
、
こ
の
人
(
松

た
の
は
、
自
分
の
生
活
臼
呆
と
同
盟

の
端
本
理
念
が
一
散
し
て
い
た
か

ら、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
る
の
で
す

か
ら
、
家
臨
に
迷
棋
が
を
か
け
に
の
で

自
由
も
冊
理
を
し
た
と
こ
ろ
も
品

る
。
住
輔
の
乏
し
い
朗
代
で
は
あ
っ

た
が
、
向
へ
さ
せ
る
己
ど
だ
り
は
宇

佐
き
を
し
な
か
っ
た
:
と
で

今
副
の
統
一
一
地
方
選
径
伝
り
垣
っ

(3) 

ま
レ
た
O
作
品
が
で
さ
て
か
ち
、
マ
ッ

カ
l
サ
l
司
令
部
の
憤
聞
が
あ
り
、

四
十
円
力
所
、
=
平
分
ほ
ど
の
量
を

カ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
」
。
カ
ッ
ト
さ

れ
た
部
分
は
、
デ
モ
汚
虚
扇
罰
、
堕

力
団
の
ス
ト
世
り
シ
l
ン
、
地
下
世

情
丙
の
臨
死
体
な
ど
、
戦
争
の
悲
惨

芦
暑
蚕
く
惇
え
た
曙
両
や
米
軍
の
幅

眠
に
か
か
わ
る
輔
副
な
ど
だ
っ
た
と

い
う
。

人
聞
は
天
使
と
悪
魔
の

二
面
性
を
持
っ
て
い
る

「
ド
ラ
マ
ど
天
間
」
と
い
う
固
で

摺
潤
を
待
っ
た
ジ
ェ

l
ム
ス
=
一
木
さ

ん
は
、
肯
輿
を
信
え
る
こ
と
を
な
り

わ
い
と
し
て
い
る
が
、
自
分
の
主
持

を
正
曜
日
L
hえ
る
己
と
が
い
か
に
離

し
い
か
を
醍
さ
、
現
行
憲
法
が
平
和
、

人
岨
、
民
主
主
昆
専
の
楠
神
を
H

必

哩
に
し
て
十
分
な
る
脅
聾
u

で
伝
え

て
い
る
も
の
と
し
て
肝
価
。
そ
し
て
、

な
ぜ
人
聞
は
ド
ラ
マ
を
同
吾
の
か
。

と
問
い
か
け
る
。
そ
れ
は
対
立
す
る

も
の
の
お
も
し
ろ
さ
で
、
己
の
対
立

は
入
閣
の
心
の
中
に
も
あ
る
。
天
匝

ゃ
い
と
量
の
心
の
ニ
面
性
老
人
聞

は
持
っ
て
い
る
。
だ
か
色
相
争
を
例

に
取
っ
て
も
、
職
告
し
キ
k
Dい
な
人
問
、

好
き
な
人
聞
と
単
純
に
ふ
円
分
け
る

己
と
は
で
き
な
い
背
閥
、
き
ち
い

の
部
分
が
苓
忌
士
イ
ト
を
占
め

て
い
壱
人
も
、
伺
か
の
力
に
よ
っ
て

好
奇
生
」
い
う
部
分
が
ふ
く
円
む
か
も

知
れ
伝
い
一
一
人
の
人
閣
の
中
に
、

軸
争
と
宇
和
が
か
か
ゐ
え
も
φ

れ
て
い

る
そ
う
い
っ
た
も
の
を
偲
え
て
平

相
置
筋
を
し
な
け
れ
ば
、
底
の
嘩
い

週
動
に
な
る
ー
ー
と

ゲ
ス
?
出
捕
の
竹
下
賢
子
さ
ん

(
女
哩
)
は
、
「
私
た
ち
間
代
は
平

相
車
出
主
宰
」
り
市
と
し
て
受
け
と
め

て
来
た
が
、
眼
刊
を
制
て
、
大
変
明

酌
し
、
ス
パ
ラ
シ
イ
と
哩
的
て
思
い

ま
し
た
J

払
の
明
た
ち
は
、
当
時
を

苫
碑
時
代
よ
じ
て
憎
か
し
む
一
し
か

し
、
私
に
ち
は
明
と
岡
田
に
思
う
こ

と
は
で
き
な
い
し
、
デ
供
た
む
「
戚

引
が
の
悲
時
さ
を
慌
し
く
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば

L

と
語
り
、
兵
則
明
か

ら
共
感
の
拍
手
み
お
び
た

間

b事情

じ〉経

国立冊人教育全館(前回瑞枝阻畏}では、

翌月 6月20日(土)、「公開珊損金」在行うが、
その曹加者を揮摘している。

己の公開珊掴告は、開人教育・家庭教育の

今目的幌圃について学習する檀舎を担供する

もので、主艇事望の-$を公開、学臨経験者

による醐損金を聞いている。

今年度、荊 l回目のテマは「女性学入門」。
女性宇とは何カ¥21X旧年に向けての学習活動
にとって、なぜ女性学が必哩なのかA考える。

bテマ 「女性学入門」

b醐師 神回道子(開聞大学教侵J

b日時 1987年日月初日[土)
午睡l時釦持-3時3C分

所 国立同人教育会館醐望

強
い
。
臨
密
法
も
H

死
刑
d

が
な
く

な
っ
た
が
、
準
ん
で
行
く
可
能
性
が

あ
る
。
争
つ
一
つ
恐
ろ
し
い
こ
と
は
、

ス
パ
イ
の
レ
ゴ
7
ル
を
は
円
れ
た
あ

と
で
品
る
;
あ
り
が
疑
心
暗
鬼
と

な
り
、
村
八
分
が
お
己
る
。
ス
パ
イ

の
レ
ッ
テ
ル
は
生
相
当
事
の
憎
利
を

も
っ
r

兄
が
開
に
問
わ
町
新
聞
に
出
た
あ

と
の
章
旗
の
弔
さ
。
か
げ
で
ひ
そ
ひ

そ
の
批
判
、
時
に
は
尚
し
で
も
惜
し

で
も
、
非
同
民
、
開
同
町
棋
の
帯
電

毎
因
果
る
脅
迫
状

H

ス
パ
イ
の
干

を
生
ん
だ
院
は
天
明
理
下
に
腹
房
切

っ
て
お
わ
び
壮
τ
少
な
ど
と
い
う
手

紙
が
母
日
東
る
}

尾
崎
秀
樹
氏
は
ゾ
ル
ゲ
、
持
買
ら

の
グ
ル
ー
プ
の
信
唱
え
君
民
対
、

平
和
の
た
め
の
闘
い
だ
っ
た
」
と
揖

定
っ
「
情
報
に
近
い
も
の
は
す
べ
て

ス
パ
イ
に
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
」

と
奮
宙
ベ
「
先
進
輯
国
で
み
な
ス
パ

イ
防
止
法
が
あ

yt」
い
う
が
、
坦
王

の
週
明
が
残
っ
て
い
て
、
ぞ
れ
が
現

在
、
宮
拍
り
朝
正
の
宇
田
に
な
っ
て

い
る
こ
ス
イ
ス
な
ど
は
フ
ァ
シ
ズ
ム

へ
の
低
民
と
し
て
作
ち
れ
た
も
位
だ

が
、
乙
れ
が
、
時
間
と
と
も
に
迎
の

法
に
な
っ
て
い
る
。
監
は
一
人
事
さ

す
る
法
の
惜
し
さ
を
明
確
に
す
る

必
担
が
あ
る
」
戸
訴
え
た
門

知

ら

~ 
宅

b咽

-v
光
州
7
周
年
ア
、
記
r女
性
と
危
険
と
保
険
に
つ
い
て
」
な
ど
、
昭
一

の
連
帯
と
腔
画
の
畢
い
1
|
韓
国
-
を
つ
け
、
四
百
字
詰
凪
晴
用
紙
十
一
一

台
湾
イ
ン
ド
台
佳
務
適
正
下
|

枚

以

内

。

一

日
時
五
百
日
(
金
)
午
響
。
応
陣
作
品
に
の
感
想
の
部
、
研
究
一

時
半
1
9時
告
咽
東
京
山
手
教
の
部
の
別
骨
晶
子
世
名
3
一
宇
牢
⑤
指
導
一

舎

内

容

摺

l
部
川
光
州
7
周
年
教
品
名
勘
住
所
油
氏
色
(
グ
ル
プ

に
川
映
圃
「
自
由
光
州

1
9
8
0
応
耳
の
場
合
、
会
員
の
氏
名
列
記
の

年
5
月
」
、
報
告
「
世
州
の
立
た
ち
う
え
、
代
理
生
佐
の
氏
名
#
誼
記
)

の
と
と
」
(
蛤
井
や
よ
り
)
、
期
2

を
明
記
、
宇
!
?
東
東
郡
長
田

部
川
ア
ジ
ア
女
性
と
の
連
帯
ド
朝
白
区
神
国
間
路
町
一
一
九
「
日
夕
蝿
宵

「
女
性
と
人
晴
」
韓
国
令
融
自
(
女
保
障
協
会
」
作
文
係
へ
締
切
は
九

世
間
体
連
合
生
存
権
封
筒
唇
貝
会
委
月
十
日
必
省
。
両
部
門
の
一
専
4

員
畳
)
、
A

口調
l
周
情
五
(
民
進
党
聞
に
は
文
部
太
田
奨
励
賞
と
し
て
貫
一

揖
園
、
人
帽
セ
ン
タ
ー
所
長
〉
、
高
状
と
置
昂
が
贈
ら
れ
る
一

ル
1
ス
(
台
湾
女
性
聞
耳
セ
ン
タ
ー

V
5
μ
大
肘
論
墾
冨

「宜
た
ち

一

理
事
)
、
イ
ン
ド
コ
リ
ン
ヌ
・
ク
が
劃
る
薪
レ
い
政
治
P
A
R
T
E
t
一

7
1ル
・
ド
ス
l
ザ
(
ス
ラ
ム
、
反
統
一
地
方
選
・
立
た
ち
は
鼎
く
陪

臨
活
酌
家
)
、

C
C
A
世
閉
瑞
昭
る
」

(
C
C
A女
性
担
当
)
参
加
曲
川
日
時

ー5
月
別
百
(
臼
)
午
世
1

5
0
0
円
寺
寝
:
ア
ジ
ア
の
立
た
時
i
5時
合
唱
開
閉
Y
W
C
A

ち
の
合
E
0
3
・
R
H
7
0
7
珊
堂
内
容
報
告
「
わ
れ
む
、
か

日
(
昼
間
〉
、

0
3
・
4
G
5
9
く
た
た
か
え
り
」
、
酎
誼
「
女
が
政

7
5
2
〔
夜
間
)
。

出

す

る

」

(

広

尾

時

竹

村

葉

了

、

-v
第
お
回
高
校
生
の
揖
曹
蝿
瞳
作
池
田
高
つ
子
、
潤
水
よ
し
え
一
、
近
藤

文

房

揖

和

子

、

中

嶋

里

尖

、

選

曜

を

た

た

か

っ

(社
)
日
本
掴
帯
保
険
協
会
事
は
た
人
た
ち
E

)

事
加
圃
七
吾

全
国
の
高
震
を
対
量
に
、
掴
害
保
円
主
世

1
5
・

m塁
突
14

行
委
員

暁
に
つ
い
て
の
理
解
を
開
め
る
た
め
合
連
枯
先

骨

n
g・F
辺
A
f

に
、
広
く
作
文
田
県
を
待
っ
て
い
る

1
7
R
A火
・
木
「
問
it's)

応
再
要
閣
は
慌
の
泊
り
。
第
一
曲
肺
門
、
担
w」
・
事
情
。

「
思
思
の
部
」
損
害
保
険
に
閣

I
l
l
l
f
A↑
ー
ー
ー

す
る
こ
と
な
ら
内
需
は
自
由
J
h
h」

し
「
自
転
唱
遇
宇
と
担
問
保
険
」
、
叶
わ

が
家
と
火
災
保
険
」
な
ど
、
出
碍
作

品
に
は
必
ず
植
を
つ
け
、
同
百
ア
品

開
帽
用
紙
六
位
以
内

「
研
究
の
部
」
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
凋
再
論
丈
で
も
、
個
人
の
研
究
論

文
で
も
よ
い
た
だ
し
「
出
押
院
院

の
付
合
的
世
劃
に
つ
い
て
」

1

附
置

お
詫
び
と
訂
正

本
紙
四
月
一
下
H
号
(
第
八
ニ
O

司
)
ニ
面
の
お
知
ら
せ
欄
の
「
出
自

大
7
相
南
公
開
セ
ミ
ナ
ー
L

の
紀
近

中
、
講
師
の
品
前
が
「
千
葉
大
崎
7
H

問
名
問
問
手
ん
官
」
あ
り
占
寸
か
、

こ
れ
は
、
心
今
聞
刊
と
ん
の
ぷ
り
で
す

お
詫
び
し
、
川
尻
い
た
し
ょ
す

空気が汚れるまえlこ、サッとスタート。これか敏感自動運転。

パイ・ミクロンフィルターを新採用。

4層に防菌加工した新フィルターで、集じんJJ・脱臭hがアフ7"0なんと

空気清浄器で初の、クイックセンサーを採用。ライターやマッチの炎を

感じて、瞬時にスタート。また、汚れ感知センサー於空気の汚れ具合

をチェックし、マイコンがバワーの強弱を自動コントロールします。

0.01ミクロン前後の粒子までキャッチL.タパコ臭の脱臭力も

61音(当社比)という頼もし;品。運転音も静かな低音設~I で丸

・タイマー付ワイヤードリモコンで睡眠中・外出中も便利。

・暖房の効率を高める、サーキュレーション効果も発揮。

• 

ナばやくスタート

強い力の、

エアクリーナ登場。

National ⑦ 

ほんとラ l~、毎日が
Fトークの日aU03τすが。

HTT 

口
調

阿

川州

m

l
M
E
n
・
時
間

P

U
屯

k
h日時
計

百ぺ

刀
思ド

野
叫
詩

句
一-A
，

価

川
同
デ

準
附
~
別
色

梱

則

旧

同

叩
叫
…
…

型

沖

h
悶

用

0
2
山

両

5
咽
閣
同

置

5
叫
吋
哨

据
布

市
富

強
陪

舵
岨

聖
且
n
-
x付

①クイックセンサ一
大をつ吋たら.瞬時比自動運転。

②汚れ・知センサー
蝿やユ""~の置を.して.

ヲーを醐 叫 q みんなで、コミュニケーションを考えるH、それが

「トークの日」。とし、つでも、けっしておおげさなことで

耳Fヨr.#/.霊気清海署
Zrクグr..7'-

はありません。わたしたちのまわりにL、る人たち魚

人・街・コミュニケーション

い
か
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
」

「
日
本
国
民
が
み
ん
な
憲
法
学
習

和
す
る
時
聞
が
き
て
い
る
。
憲
法
の

摘
雰
年
亦
什
吾
主
あ
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
だ
。
一
人
一
人
が
生
活
の
中
に
、

原
理
事
で
の
歴
史
の
プ
ロ
セ
ス
#
あ
憲
法
を
生
か
し
て
ほ
し
い
」
ル
話
ん

げ
な
が
ち
、
と
れ
が
一
帯
ぷ
く
具
体
だ
。

化
さ
れ
て
い
る
の
が
、
白
本
国
憲
法
嗣
く
質
睦
応
笛
で
は
、
土
井
主

だ
、
と
冨
ぅ
。
だ
か
ら
、
軍
法
の
序
文
、
に
対
し
て
、
次
々
と
貴
闘
が
出
、
そ

土
井
さ
ん
は
も
と
も
と
軍
語
学
た
ち
、
国
民
が
自
分
の
聞
恩
と
し
て
い
。
自
分
の
た
め
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
前
文
を
よ
く
知
る
こ
と
が
大
事
だ
の
中
で
土
井
さ
ん
は
「
担
守
事
寺
る

者
。
一
九
六
五
(
昭
四
十
四
〕
年
、
考
え
、
自
問
自
答
し
て
い
く
と
と
が
度
外
視
は
で
き
な
い
は
ず
」
だ
と
説
し
、
憲
法
は
互
れ
の
た
め
に
あ
る
も
と
と
は
侵
略
亭
評
さ
な
い
こ
と
。
国

代
講
士
に
当
選
す
る
ま
で
は
、
同
志
大
切
で
は
な
い
か
L
と
闘
い
か
吋
る
。
く
。
の
で
、
各
人
が
ど
の
よ
う
に
理
解
す
陣
的
空
妾
日
本
は
、
今
噌
え
る
べ

社
大
学
と
聞
西
学
院
大
学
て
軍
法
問
託
行
わ
れ
た
、
憲
法
に
つ
い
て
そ
し
て
、
憲
法
の
歩
ん
で
き
た
経
る
か
が
大
切
な
こ
と
だ
と
述
べ
た
。
さ
」
。
苦
た
「
社
会
党
は
反
原
発
と

を
惣
え
で
い
た
。
己
の
日
「
十
九
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
平
和
憲
法
過
に
は
、
人
闘
が
人
間
ら
し
く
生
き
そ
し
て
、
今
回
の
統
一
地
方
選
で
言
い
な
が
ら
な
ぜ
、
今
回
の
選
挙
で

ぶ
り
に
、
購
轄
を
し
た
」
と
い
う
と
と
肯
わ
れ
て
い
る
日
本
間
憲
法
を
支
る
た
め
の
闘
い
が
あ
っ
た
と
し
て
、
の
女
性
た
ち
の
再
開
に
も
触
れ
「
四
較
置
で
推
進
時
軒
薙
闘
し
た
の
か
」

井
さ
ん
だ
が
、
五
百
余
人
の
聴
県
布
陣
す
る
人
は
、
八
O
侮
で
、
女
性
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
担
立
宣
曹
、

7

十
年
た
っ
て
や
っ
と
、
女
性
た
ち
が
ル
あ
質
問
に
「
ご
揖
摘
の
と
お
り
。

を
前
に
、
事
」
み
の
な
い
晴
韓
を
按
若
い
人
た
ち
の
支
持
が
多
い
と
い
ラ
ン
ス
の
人
重
富
高
に
、
人
間
政
措
に
足
を
繭
亭
入
れ
た
。
己
れ
か
党
と
し
ず
議
閣
の
持
て
畳
方
向
主

露
、
陣
醇
と
日
本
国
憲
法
の
大
切
さ
え
憲
法
の
中
の
い
い
と
E
ろ
が
、
普
遍
の
頗
建
国
民
牢
車
、
平
相
の
色
、
と
ん
ど
ん
政
指
に
圃
を
出
し
て
め
た
い
」
と
管
え
で
い
た
。

、

た

。

掴

九

条

だ

と

す

る

人

が

多

い

も

の

}

i

，
•. 

「

語

、

白

書

憲

法

が

大

変

に

の

、

星

雲

寺

天

皇

十

九

年

ぶ

り

に

専

門

分

野

を

語

る

野

吉

だ

。

人

は

好

き

な

も

の

を

晦

つ

粒

い

吾

と

い

う

o

-

I

e

-
-

日
正
れ
よ
う
と
す
る
持
、
連
観
視
し
「
出
緑
、
九
条
を
支
持
す
号
人
が
一

i
l
l
i
t
-
-El
l
i
p
t
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
l
i
l
l
1
I
l
l
i
-
-
-
-

て
い
る
だ
け
で
は
す
事
よ
い
。
翠
C

自
画
障
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
に
な
一

2
っ
と
す
る
君
、

Z
E
S
J」う
富
え
た
入
時
喜
一

言

左

吋

陰

昌

明

記

、

t
y
/し
、、

信

F
4
r
ワ
錐
円
高

い
き
に
、
暢
つ

U
Dれ
ま
手
九
委
主
政
ん
で
い
る
の
か
」
一

、
、

F
F由
刊
ヲ
フ
金
制

E
-
F
J
t

、，
y

J

二
E
一て

E
7
6
4
2
"初
制

る
時
は
守
内
弐
メ
す
る
も
の
だ
。
一
一
一
「
確
か
に
日
本
に
は
自
断
力
や
自
一

E
'
E
'

併
設
対
話
哨
M
芳

明

日

付

肝

心

m訪
日
河
川
一

4
F
m
川

ト

開

封

印

守

一

時

結

記

ur伯
郡

結

訪

れ

品

川

町

四

1
1恥
都

市

」

(

叫

一

九

蹴

日

目

付

説

法

.

.

.

 掴
悶
悶

E圃
E
行
う
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
県
民
め
る
一

圃
，
E
、

む

の
神
高
川
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
川
県
民
連
陪
合
軍
備
告
」
安
宿
。
九
四
五
年
イ
タ
リ
ア
眠
園
。
ロ
ゥ
セ
ゲ
は
コ
ミ
ン
チ
ル
、
J
か

ち

語

気

・

圃

瑠

点

岨

圃

圃

こ
令
そ
れ
は
、
警
に
よ
っ
長
一

E
U
塞

翻

明

l

理
T
I
E
-

ヨi
J

リ
1
一
一
義
)
の
上
眠
、
己
れ
に
っ
た
霊
ス
パ
イ
回
で
あ
り
開
震
で

・
・
・
圃

干

孟

凶
圃
・
・

め
て
い
る
の
だ
。
日
本
の
場
合
は
九
一

・

ι

E

、
.灘a
w
F
I
B
-
-回
・
園
田

一

一

一

w

い
て
の
解
明
酬
と
現
在
の
間
君
事
あ
る
と
い
う
司
法
省
の
童
が
あ

・
園

ー
が
旬
、
一
司
4
1u

z
mに
よ
っ
て
槙
め
て
あ
る
の
だ
か
一

園

、

ノ

一

%

・
・
・
・
・
・
調
理

に
・
4
羽
織
必
脳

血
画
評
拍
車
空
白
井
佳
央
民
が
行
っ
た
り
、
弁
護
士
も
慣
ら
を
有
罪
に
す
る

期

医

初

場

品

色
、
主
返
っ
て
や
る
も
の
だ
」
一

ι仙ご
み
噌
3
1
i脇
陣

一

ん

を

「

5
3
2
Eがな
い
と
い
っ
て
い
る
に
も
か

腰
髄
匝
闘
F
S圃
と

君

主

一

+
E
2
之
被

E
S瞳
E
a圏

一
一
;
」
と
聞
し
て
文
言
論
家
の
尾
か
わ
字
、
死
刑
が
強
行
さ
れ
弓

・
田
町
・
園
園
・
田
司
圃

ま
た
、
あ
る
新
聞
に
轟
か
れ
て
い
一

4
4
4
h
44

7
冒

E
-
2
2副
副
1
1園
田

園

、
組
樹
崎
秀
樹
氏
が
警
を
行
っ
た
。
ソ
ル
ゲ
は
霊
園
と
し
て
昔
、

---E

・E・

-

と
れ

Z
Z

J

)

!

?
↑』
富
ZtA

秀

圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
・
唱

団

h
h憲
法
は
空
司
の
喜
一
つ
な
も
の
で
、
一

ド

川

一
h

l
S
E
S
I
E
E-
-
司

ー
ι

1

2
一
崎
原
書
樹
氏
は
い
、
芸
か
で
も
畠
く
ド
イ
ツ
レ
人
躍
の
払
世
情
盟
書
で

J
幽

・

開

凶

齢

劃

あ

っ

て

も

な

く

て

も

思

議

室

一

』

aM
算

-
B
E
E
-
-
R阻
相

同

尾

ノ

レ

ゲ

事

件

の

露

持

圃

医

の

実

弟

あ

っ

有

毒

主

語

の

プ

レ
l
ン

A
a圃
河

盛

・
・
・

圃

一

-
a
A
4ρ

・
・
・
・
圃
圃
園
田
園
園
町
聞

F
u
-
-

h

す

ι

J

唱
団
訴
幽
・
・
・
・
・
・

る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
文
而
を
一

pa--
3r-
----潤到
凶
阻
園
周
H
M炉
開
j

コ

ー

い

話

で

あ

話

。

で

政

策

立

案

者

の

一

人

で

あ

る

。

っ

通

週

圃

・

・

取
り
彦
、
己
れ
は
憲
法
が
と
で
も
一

，

m
a
t
-
-司い
‘

am司
aa贋
ー

て

「
近
雲
盆
密
法
制
寝
返
概
が
ま
り
握
手
ル
ゲ
も
、
自
分
自
費

J
L脳
細
圃

3
2
2
3く一
円

岡

県

叫

‘

閣

引

υれ
a

a

r

伺
か
に
つ
宅

2
5
Yル話
相
の
掴
で
あ
っ
ち
つ
育
、

，
ー

もい

一

-
‘
一
4
.
置

い
か
な
い
時
に
は
、
韓
の
草
に
一

司

4

E

l

咽

-hEz--聞
F
id
・
ョ
，

a

に
ゲ
一
事
件
で
君
。
司
」
ん
な
己
と
が
現
情
報
量
じ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て

6十
?

な
る
妻
、

iで
呈

長

刊

一

一

三

宮

町

高

島

E
削

在
需
わ
れ
て
い
た

Eた
皇
う

Nスパ
イ

N

j

c>定 員 4∞名
b申込方法曹ii!iハガキに下回の要領で記

入事項を幽さ入れ申し込む己

と。

(1)個人で量加する朝合

住所氏名 ・年齢也凪輔

輯 ・聞話番号を記入。

(2)グル プで書加する唖合
i墜枯担当者の住所・氏名哩
話晋号及び草加唱の人世性

別寺。

帯主固で宿泊・童曹を時空する人は

宿泊時望目、食事散を記入のことc

幼児の慎育情望者は、子どもの

軍齢・性別も記入(先着10名]。
P申込先 午355-02 埼玉県比企部凪山

町大字習谷728高地
国立間人教育会聞事業眼

(..0493・62・671J) 
切 1987牢 6月6日(r.) 

当日間印有曲

事加問問料((eし、宿泊精霊

苔は l人 l泊ロ∞円、産事料
金 1臼3畠2日0-3ぽ目円相度)

器 珊潤吉当日はほ時3日分に受付を問問、
先曽順に受廿付け。申込に対する回再ほ

しないが、 400人を超えた明白は、別雫
での同時般映テレビ倒聴による晴園会の

事加となる。

〆園、

• 

住んでFいる街、そして未来にもっともっと目をむけ、

お互いがふれあい、コミュニケーションを深めて

Fトークの日a19日l志
松下電器産業株式会社

いく、そんなきっかけの一日にしたいと思うのです二



(4) 〈日曜日〉

民団

198?年 5月 10臼

フ

安静-/-、来斤 M国台~(第 3種郵便物認可)

霊璽霊童璽璽霊童

第 831号

自分の歯で食べるために

湿
度
開
%
で
繁
殖
防
止

掃
除
機
使
wコ

て
追
い
出
そ
う

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
特
に
六
1
十
月
は
ダ
ニ
の
発
生
が
多
く
な
る
時
。
体
が
か
ゆ
く
な
っ
た
り
、
輔
患
を
引
き
起
ζ
し
た
り
、
ダ
ニ
は
択

νて
歓

迎
さ
れ
る
生
き
物
で
は
な
い
よ
う
だ
。
そ
こ
で
ダ
ニ
の
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
東
京
都
消
費
者
セ
ン
タ
ー
多
摩
西
支
所
(
立
川
市
)
で
行
わ
れ
た
消
費

者
問
題
特
別
講
座
「
今
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
住
ま
い
の
H

ダ-一
H

1

知
っ
て
お
き
た
い
退
治
法
と
は
」
を
聞
く
。
講
師
の
東
京
都
文
衛
生
問
題
研
究
所
、

吉
川
翠

(み
ど
り
)
さ
ん
の
話
か
ら
ダ
ニ
の
E
体
を
紹
介
。

地
球
上
に
五
十
万
積
も
の
種
類
が

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ダ
-
丁
|
乙

の
中
に
は
、

H

人
畜
無
害
H

の
ダ
ニ

も
い
る
が
、
働
か
ず
に
他
人
に
た
か

つ
て
生
活
す
る
人
を
「
町
の
ダ
ニ
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
、
ダ
ニ
に
は
が
い
し

て
H

嫌
わ
れ
者
H

と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
つ
き
ま
と
う
。

ダ
ニ
の
体
長
は
0
・一

i
一
・
0

ミリ
で
、
体
幅
は
0
・
0
七
1
0
・
三

ミリ
ほ
ど
。

家
の
中
か
ら
見
つ
か
る
ダ
ニ
は
、

大
き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら

れ
、
第

一
グ
ル
ー
プ
は
、
卵
か
ら
成

虫
ま
で
の
す
べ
て
の
期
閣
を
家
の
中

で
過
し
、
一
生
を
家
の
中
で
終
え
る

「
家
屋
内
固
有
積
」
と
呼
ば
れ
る
ダ

第
一
一
グ
ル
ー
プ
は
、
繁
殖
場
所
は

一
戸
外
だ
っ
た
り
、
動
植
物
に
寄
生
し

て
い
る
の
に
、
た
ま
た
ま
家
の
中
に

入
り
込
ん
で
き
た
た
め
に
家
の
中
で

見
つ
か
る
「
迷
入
種
」
と
呼
ば
れ
る

ダ
ニ
だ
。

家
屋
内
固
有
種
の
ダ
ニ
に
は
、
入

閣
の
ア
カ
や
フ
ケ
を
餌
と
す
る
チ
リ

ダ
ニ
や
ツ
メ
ダ
-
一
、
食
晶
に
つ
く
、

ρ 

サ
ト
ウ
ダ
-
一
、
ニ
ク
ダ
-
一
、
コ
ナ
ダ

ニ
が
お
り
、
迷
入
種
で
は
、
ネ
ズ
ミ

に
つ
く
イ
エ
ダ
ニ
や
野
鳥
に
つ
く
ワ

ク
モ
、
ト
リ
サ
シ
ダ
ニ
、
ス
ズ
メ
サ

シ
ダ
ニ
が
い
る
。
ま
た
植
物
の
葉
に

ハ
ダ
「
一
や
人
の
皮
膚
に
つ
く
(
ヒ
ト
)

ヒ
ゼ
ン
ダ
一
一
、
野
原
や
川
原
に
生
育

す
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
も
こ
の
迷
入
種
の

仲
間
だ
。

そ
れ
で
は
ど
ん
な
種
類
の
ダ
ニ
が

ど
ん
な
被
害
を
起
乙
す
の
だ
ろ
う

ヵ
。家
屋
内
固
有
種
の
ダ
ニ
で
は
①
チ

リ
ダ
ニ
に
よ
る
気
管
支
哨
息
、
節
炎
、

眠
ア
レ
ル
ギ
ー
②
ツ
メ
ダ
ニ
に
よ
る

ダ
ニ
刺
さ
れ
③
人
を
刺
し
も
し
な
い

し
、
端
患
も
起
と
さ
な
い
が
、
多
数

発
生
し
不
快
感
を
与
え
る
コ
ナ
ダ
ニ

に
よ
る
被
害
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
迷
入
種
の
ダ
ニ
に
よ
る
被
管

で
は
、
イ
エ
ダ
ニ
、
ス
ズ
メ
サ
シ
ダ

ニ
な
ど
に
よ
る
ダ
ニ
刺
さ
れ
と
、
(
ヒ

ト
)
ヒ
ゼ
ン
ダ
一
一
に
よ
る
研
縛
(
か

い
せ
ん
)
症
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
幼
虫
に

よ
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
な
ど
が
あ
げ
ち

れ
る
。言a謡

地
球
上
の
生
物
に
、
初
め
て
歯
ら
し
き
も
の

が
お
目
見
え
し
た
の
は
、
四
億
三
千
五
百
万
年

前
の
乙
と
。
古
生
代

(シ
ル
ル
紀
)
の
魚

(太

古
の
サ
メ
)
の
化
石
に
見
ら
れ
る
歯
が
愚
も
古

い
と
一言一
口
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
歯
の
起
源

は
、
脅
椎
動
物
の
祖
先
で
あ
る
魚
だ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

人
煩
が
登
場
し
た
の
は
、
今
か
ら
約
一一
、
=
一

門
む
万
年
前
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ち
の
人
類

の
進
化
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
第

一
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
脳
の
発

達
で
す
。
乙
れ
に
は
、
食
生
活
の
変
化
か
大
い

に
影
響
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
人
類
は
動
物
の
肉
房
一
食
べ
る
よ
う
に

な
り
、
雑
食
性
に
な
り
ま
し
た
。
動
物
の
肉
の

凝
縮
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
脳
神
絡
の
発
達

を
促
し
ま
し
た
。
第
二
に
、
火
を
使
、

2
」
と
で

食
べ
も
の
を
柔
ら
か
く
し
て
食
べ
る
よ
う
に
な

り
、
あ
と
の
骨
、
筋
肉
、
歯
と
い
っ
た
哩
明
器

実
は
ダ
ニ
の
発
生
は
こ
れ
か
ら
夏

に
か
け
て
が
本
番
。
家
屋
内
固
有
種

の
ダ
ニ
は
、
六
i
十
月
に
多
く
な
り
、

中
で
も
七
i
九
月
に
は
畳
、
じ
ゅ
う

た
ん
ば
か
り
で
な
く
、
布
団
や
ぬ
い

ぐ
る
み
、
布
製
イ
ス
な
ど
に
も
数
多

く
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
夏
に
多
い
の
か
と
い
う
と
、

家
屋
内
固
有
種
の
ダ
ニ
の
繁
殖
条
件

は
、
チ
リ
や
フ
ケ
、
ア
カ
な
ど
ダ
ニ

の
好
む
餌
が
あ
る
こ
と
や
、
人
に
邪

魔
さ
れ
ず
に
卵
を
育
て
ち
れ
る
場
所

が
あ
る
こ
と
の
他
に
、

二
十
i
三
十

度
の
温
度
と
六
0
1
八
O
物
の
湿
度

が
あ
る
と
と
る

高
額
多
湿
の
夏
は
、
ま
さ
に
こ
の

繁
殖
条
件
に
ピ
ッ
タ
リ
と
当
て
は
ま

る
と
い
う
わ
り
だ
。

一
方
、
迷
入
額
の
タ
ニ
の
発
生
時

期
、
場
所
、
条
件
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う

が
、
例
え
ば
宿
所
鱒
症
を
起
こ
す
(
ヒ

ト
)
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ
の
場
合
は
、
人
の

表
皮
の
内
側
の
角
層
内
で
分
泌
物
を

食
べ
て
い
る
の
で
、
生
き
た
人
間
の

皮
膚
が
あ
れ
ば
繁
殖
が
で
き
る
。

家
屋
内
固
有
種
の
ダ
ニ
は
、
冬
は

< 4)¥完れレ.
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官
が
退
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
大
き
く

頑
丈
な
ぁ
と
、
丈
夫
な
歯
、
そ
し
て
強
く
還
し

い
筋
肉
で
苦
労
し
て
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、
強

い
力
で
吹
む
必
要
が
な
く
な
り
、
筋
肉
が
退
化
。

頭
は
し
め
つ
け
ら
れ
て
い
た
圧
力
か
ら
解
放
さ

れ
て
、
脳
が
成
長
発
達
し
ま
し
た
。
あ
と
か
ら

首
、
肩
に
か
け
て
の
筋
肉
も
必
要
で
な
く
な
り
、

細
っ
そ
り
と
し
た
首
に
な
り
、

二
本
の
足
で
歩

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
舌
も

自
由
に
動
く
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
と
ば
が
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
火
を
使
う
こ
と
で
、
人
類
は
文
明
病

の
始
ま
り
と
も
言
う
べ
き
、
む
し
歯
に
悩
ま
さ

れ
る
ζ
と
に
な
り
ま
す
。
初
め
は
食
生
活
が
質

素
だ
っ
た
の
で
、
む
し
歯
も
深
刻
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
す
か
:
:
。

日
本
人
の
闘
で
む
し
歯
が
同
唱
え
だ
し
た
の

は
、
江
戸
時
代
の
と
ろ
か
ら
で
す
。
奈
良
時
代

の
七
五
三
年

(天
宝
勝
宝
五
年
)
、
円
本
に
砂

ま
ず
発
生
し
な
い
の
で
、
冬
場
、
特

に
病
院
や
老
人
ホ
l
ム
な
ど
集
団
で

皮
疹
が
見
ら
れ
れ
ば
、

(ヒ
ト
)
ヒ

ゼ
ン
ダ
ニ
に
よ
る
済
蘇
症
を
疑
っ
て

み
る
必
要
が
あ
る
。

ダ
ニ
の
予
防
と
駆
除

ダ
ニ
の
予
防
の
基
本
と
な
る
の

は
、
前
に
あ
げ
た
繁
殖
の
三
条
件
を

一
つ
で
も
た
ち
切
る
と
と
。
例
え
ば

室
内
湿
度
宝
ハ
O
間
以
下
、
特
に
五

O
%
前
後
に
保
つ
と
、
ダ
ニ
は
繁
殖

で
き
な
く
な
る
。

ま
た
ダ
ニ
の
餌
に
な
る
チ
リ
を
掃

除
機
で
取
り
除
く
の
も
予
防
法
の

一

つ
。
チ
リ
ダ
ニ
は
部
屋
の
中
央
や
出

入
口
付
近
に
多
く
、
コ
ナ
ダ
ニ
、
ッ

メ
ダ
ニ
、
チ
ャ
タ
テ
ム
シ
は
、
部
屋

の
隅
や
家
具
類
の
裏
側
・
下
側
に
多

い
の
で
、
除
去
す
る
ダ
ニ
に
的
を
し

ぼ
っ
て
婦
除
機
を
か
け
る
の
も
、
効

果
的
な
方
法
と
い
-
え
る
だ
ろ
う
。

殺
虫
剤
を
使
っ
て
予
防
す
る
方
法

は
、
コ
ナ
タ
ニ
と
ツ
メ
ダ
ニ
に
有
効

だ
。乙
の
方
法
は
五
月
中
旬
ま
で
に
、

畳
の
裏
面
と
そ
の
下
の
床
面
に
一
ぽ

あ
た
り
約
百
∞
の
有
機
リ
ン
系
油
剤

を
散
布
す
る
。
た
だ
し
、
ど
ん
な
殺

虫
剤
で
も
人
体
に
無
害
と
い
う
こ
と

は
な
い
の
で
、
乙
の
方
法
は
、
居
住

者
や
ペ
ッ
ト
に
筈
を
及
ぼ
さ
な
い
程

度
の
置
の
殺
虫
剤
を
効
果
的
に
使
う

こ
と
が
大
切
だ
。

駆
除
の
方
法
は
、
ダ
ニ
の
種
類
や

場
所
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
ヲ

般
的
に
は
ダ
ニ
は
熱
に
弱
い
の
で
、

加
熱
法
が
最
も
有
効
な
手
段
だ
。

次
に
、
畳
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
布
団

・
毛
布
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
、
効
果

的
な
駆
除
の
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
て
み

よ
う
。
畳
・:家
屋
内
固
有
種
の
ダ
ニ
の
多

く
は
階
く
湿
っ
た
場
所
を
好
み
、
特

糖
が
伝
来
し
、
江
声
時
代
に
な
っ
て、

一
般
大

衆
の
口
に
も
砂
糖
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

で
、
む
し
歯
や
歯
周
疾
患
や
歯
列
不
正
な
ど
の

歯
の
病
気
が
蔓
延
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
現
代
人
は
八
七
物
の
人
が
む
し
歯

で
、
四
五
め
の
人
が
歯
周
疾
患
で
、

一
八
物
の

むし歯は文明病
日本では江戸時代から増加

人
が
歯
列
不
正
に
悩
ん
で
い
ま
す

(昭
和
五
十

六
年
「
歯
科
疾
患
実
態
調
査
」
よ
り
)。

日
曜
巳
に
フ
ァ
ー
ス
ト

・
フ
ー
ド
の
お
屈
を

の
ぞ
い
て
ご
ろ
ん
な
さ
い
。
親
子
連
れ
や
若
い

人
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
、
恋
人
た
ち
で
混
み
あ
っ

て
い
ま
す
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ

に
温
湿
度
が
安
定
し
、
エ
サ
を
十
分

得
ら
れ
る
ζ
と
か
ち
床
材
の
表
面
よ

り
も
内
部
の
方
を
好
む
。
こ
の
ダ
ニ

の
性
質
か
ら
、
ダ
ニ
の
住
む
絡
好
の

場
所
と
な
っ
て
い
る
の
が
H

畳
H

と

い
え
る
。

畳
の
表
面
に
一
，
m当
り
五
十
1
千

匹
の
ダ
ニ
が
い
る
と
し
た
ら
、
中
に

も
ぐ
っ
て
い
る
ダ
ニ
は
、
百
万
1
一

千
万
匹
も
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
乙
で
震
に
も
ぐ
っ
た
ダ
ニ
退
治

に
は
加
熱
法
が
最
も
適
し
て
い
る
。

畳
を
日
光
に
平
す
場
合
は
、
真
夏
の

日
光
が
照
り
つ
け
る
昼
の
十

一
時
す

ぎ
か
ら
、
夕
方
五
時
頃
ま
で
が
最
適

で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ス
レ
ー
ト
の

よ
う
な
劃
射
熱
の
高
い
場
所
に
四
時

間
以
上
寝
か
せ
て
お
く
こ
と
が
よ

い
。
し
か
し
、

一
目
だ
け
で
は
不
十

分
な
の
で
最
低
二
日
つ
づ
け
て
干
す

と
と
が
必
要
。

が
、
こ
の
方
法
よ
り
は
簡
易
乾
燥

機
で
九
十
i
百
度
の
高
熱
で
少
な
く

と
も
二
時
間
、
畳
の
中
心
部
が
五
十

度
に
な
っ
て
か
ら
三
十
分
加
熱
す
る

方
法
が
て
っ
と
り
早
い
。
業
者
に
頼

む
と
、
費
用
は
畳
一
枚
に
つ
き
、
千

五
百
円
程
度
。
た
だ
し
ア
レ
ル
ギ
ー

を
起
す
チ
リ
ダ
ニ
の
場
合
は
死
ん
で

も
、
死
が
い
や
フ
ン
が
ア
レ
ル
ゲ
ン

に
な
る
の
で
、
畳
の
表
面
を
叩
き
、

掃
除
機
で
吸
い
取
っ
て
レ
ま
う
こ
と

が
大
切
だ
。

じ
ゅ
う
た
ん
・
:じ
ゅ
う
た
ん
に
も

ぐ
り
込
ん
だ
ダ
ニ
を
除
去
す
る
の
は

意
外
に
難
し
い
。
ダ
ニ
が
パ
イ
ル

(毛
)
に
も
ぐ
り
込
ん
で
い
る
場
合
、

掃
除
機
を
か
け
て
も
吸
引
で
き
る
ダ

ニ
の
数
は
ル

l
プ
じ
ゅ
う
た
ん
で

三
、
四
割
。
カ
ッ
ト
じ
ゅ
う
た
ん
で

一
劃
と
い
っ
た
と
乙
ろ
。
完
全
に
は

と
り
き
れ
な
い
。

少
な
く
す
る
に
は
、
じ
ゅ
う
た
ん

を
取
り
は
ず
し
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し

た
後
、
五
十
度
で
十
二
時
間
ほ
ど
加

熱
乾
燥
、
表
面
を
叩
い
て
か
ら
帰
除

機
で
吸
引
す
る
。
化
織
の
じ
ゅ
う
た

ん
は
静
電
気
が
起
き
や
す
い
の
で
、

田
市
電
防
止
剤
を
使
う
と
ダ
ニ
が
と
れ

や
す
い
。

取
り
は
ず
せ
な
い
じ
ゅ
う
た
ん

は
、
ク
ー
ラ
ー
が
あ
る
な
ら
、
宜
諸
国

を
二
十
二
、
三
度
に
保
ち
、
さ
ち
に

除
湿
器
で
水
分
を
と
り
除
け
ば
、
あ

る
程
度
ダ
ニ
を
少
な
く
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

布
団
・
毛
布
:
・布
団
・
毛
布
に
つ

い
て
い
る
ダ
ニ
は
田
阻
め
て
多
い
。
し

か
し
ど
の
部
分
に
も
均

一
に
い
る
わ

け
で
な
く
、
最
も
多
い
の
は
フ
ケ
、

ア
カ
が
多
く
つ
く
両
端
部
分
。
そ
の

理
由
は
、
布
団
や
毛
布
の
上
下
や
表

裏
を
区
別
な
く
使
っ
て
い
る
人
が
多

い
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

布
団
や
毛
布
の
表
面
に
つ
い
た
ダ

ニ
駆
除
に
は
、
日
光
干
し
が
効
果
的
。

一
臼
五
、
六
時
開
平
し
た
後
に
、
布

団
叩
き
で
表
面
を
叩
き
、
さ
ろ
に
表

面
を
一

2mに
つ
き
三
分
間
以
上
掃
除

機
で
吸
い
と
る
と
、
表
面
の
ダ
ニ
の

半
分
を
取
る
と
と
が
で
き
る
。

し
か
し
問
題
は
中
綿
に
も
ぐ
り
込

ん
だ
ダ
ニ
の
退
治
。
中
綿
の
ダ
ニ
は

ほ
と
ん
ど
死
ん
で
い
る
と
は
い
え
、

そ
の
数
は

一
枚
の
敷
布
団
で
十
万
匹

以
上
。
中
綿
の
ダ
ニ
は
綿
に
か
ら
み

つ
い
て
い
る
の
で
、
布
団
を
丸
洗
い

し
で
も
な
か
な
か
落
ち
な
い
が
、
綿

を
打
ち
直
す
と
ダ
ニ
の
数
は

一
割
以

下
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

丸
洗
い
に
か
わ
る
方
法
と
し
て

は
、
布
団
の
カ
バ
ー
を
は
ず

L
て
洗

溺
機
で
洗
い
、
中
綿
を
日
光
に
十
日

間
ほ
ど
干
し
て
叩
き
、
カ
バ
ー
に
入

れ
直
す
方
法
。
こ
の
方
法
で
は
、
ダ

ニ
の
数
が
}
約
三
割
に
務
す
と
と
が
で

き
る
。
家
庭
用
の
布
団
乾
燥
器
は
週
一
回

ほ
ど
の
使
用
で
は
、
あ
ま
り
効
果
が

見
色
れ
な
い
よ
う
だ
。

最
近
の
住
宅
は
、
気
密
性
や
保
温

性
に
優
れ
、
私
た
ち
が
快
適
さ
を
求

め
る
ほ
ど
、
ダ
ニ
の
繁
殖
条
件
と

一

致
す
る
乙
と
か
ら
、
ダ
ニ
に
と
っ
て

は
H

天
下
H

と
い
え
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

そ
ん
な
中
で
、
ダ
ニ
も
い
な
い
の

に
「
か
ゆ
い
」
と
訴
え
る
H

ダ
ニ
ノ

イ
ロ
ー
ゼ
H

に
か
か
る
人
も
、
特
に

独
身
で
、

一
人
住
ま
い
の
中
年
以
上

の
女
性
に
多
い
の
だ
と
か
。

ダ
ニ
が
い
る
か
い
な
い
か
を
調
べ

る
の
は
、
チ
リ
を
も
っ
て
保
箪
附
の

環
境
衛
生
室
へ
行
け
ば
検
査
し
て
く

れ
る
と
い
う
。

司k

* 
* 

ヒカシマル醤油

ス
、
ジ
ュ
ー
ス
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
-
レ
ス
ト
ラ
ン
と
て
同
様
で
す
。

ア
メ
リ
カ
的
な
食
生
活
が
、
日
本
人
の
食
生
活

に
根
付
い
て
い
る
の
で
す
。

多

tな
現
代
社
会
の
生
活
は
、
食
生
活
に
か

け
る
時
闘
が
減
る

一
方
、
食
べ
物
は
柔
ら
か
い

軟
食
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
明
の
進
歩
は

生
活
を
優
利
で
豊
か
に
レ
ま
し
た
が
、
皮
肉
な

と
と
に
、
私
た
ち
人
聞
は
、
多
く
の
大
切
な
も

、砂糖の伝来、が原因

生物に歯らしきものがお目見えしたのは4億年まえ

の
を
失
っ
て
い
ま
す
。
近
代
文
明
は
、
人
聞
に

数
え
ち
れ
な
い
ほ
ど
の
利
点
を
も
た
ち
し
ま
し

た
が
、
あ
ご
の
骨
や
歯
に
は
、
む
し
歯
や
歯
周

疾
患
、
歯
列
不
正
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
招

き
ま
し
た
。

一
生
、
自
分
の
歯
で
食
べ
る
た
め
に
、
も
う

一
度
自
分
の
閣
を
見
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
考

え
ま
し
ょ
う
。毎
日
の
歯
み
が
き
を
忘
れ
ず
に
。

(資
料
提
供
ラ
イ
オ
ン
歯
和
衛
生
研
究
所
)

中羊料理も
、ま吠ノ

洋風・和風・
こ合しで本ーよれ

*醸造元兵庫県竜野市ヒガシマル醤泊練式会事1

ヲ・

. 

心りおしゃ~l 

YHK 

句ゃならパオンで吠」しっかりと小さし、けれどL
i ヘキシルデカノール配合。 Iく注意表示〉を記してあります

| 特長 | 

・トリートメント成分が配合されてL、ま丸

・泡立てる必要のないクリーム式の

おしゃれしらが染です。

山発産業株式会社

ノぎオン

議薬局・化事E品1吉・デ，{ートでお求めください。

くおしゃれしらが用〉

美しい色とつや

この染毛料は、「使用上の注意」をよく読んで正しくお使いください。

化粧品をお使いになる時は、説明書といっしょに

化粧品は肌に直接つけるものですから、資生堂

で、は安全性に細心の注意をはらってつくって~ ，~ .. t 

しかし、多くのお客さまの中には、肌の性質やその

日の状態によって、時には肌に合わないこともあ

りまでれそのような時のために、資生堂では、容器、

⑮資生堂|広報室|

箱、説明書、パンフレツ卜などi二、 L、ろいろな形で

注意表示もぜひお読みくださ川


